会計史学の生成と発達(続・完) by 茂木 虎雄 et al.
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
(
続
@
完
〉茂
flB 
会
計
史
学
の
端
緒
l
i十
九
世
紀
の
研
究
に
つ
い
て
|
|
二
十
世
紀
初
頭
に
お
け
る
会
計
史
研
究
l
i複
式
符
司
発
生
・
発
展
史
と
し
て
の
体
系
化
l
l
l
二
十
世
紀
の
二
十
年
代
・
一
二
十
年
代
の
研
究
ー
!
研
究
の
発
展
拡
充
期
!
i
一
九
四
0
年
代
前
半
期
の
研
究
ー
i
戦
争
の
暗
黒
時
代
に
お
け
る
展
開
|
i
(
以
上
第
二
十
二
巻
第
一
号
(
前
号
)
)
一
九
五
0
年
代
の
研
究
1
i
研
究
の
再
建
と
発
展
一
九
六
0
年
代
の
会
計
史
研
究
一
九
六
0
年
代
後
半
の
研
究
l
l
会
計
史
研
究
の
総
括
と
展
望
|
|
(
以
上
本
号
)
七六五会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
〈
統
・
完
)
木
お
}b
E
J
L
 
雄
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
(
続
・
完
)
八
玉
一
九
五
0
年
代
の
研
究
|
|
研
究
の
再
建
と
発
展
一
九
五
0
年
代
に
会
計
史
研
究
は
第
二
次
黄
金
時
代
を
迎
え
た
。
わ
が
国
に
お
い
て
も
研
究
が
質
・
量
と
も
に
充
実
し
て
く
る
が
、
こ
の
時
代
は
太
平
洋
戦
争
の
打
撃
を
克
服
し
、
さ
ら
に
世
界
的
水
準
を
抜
く
研
究
が
展
開
す
る
。
以
下
に
み
て
ゆ
く
よ
う
に
わ
が
国
の
会
計
史
研
究
は
「
戦
後
」
に
本
格
的
な
展
開
を
し
た
の
で
あ
っ
た
。
五
十
年
代
は
イ
タ
リ
ア
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史
料
研
究
が
進
み
、
ま
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目
見
。
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メ
リ
ス
は
会
計
史
を
四
期
に
分
け
る
。
メ
リ
ス
は
イ
タ
リ
ア
簿
記
史
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
考
察
す
る
が
、
第
一
期
は
「
文
明
の
起
源
」
時
代
か
ら
一
二
O
二
年
ま
で
の
つ
古
代
世
界
の
会
計
」
、
第
二
期
は
、
一二
O
二
年
か
ら
一
四
九
四
年
ま
で
の
「
資
本
主
義
の
機
能
的
発
展
に
お
け
る
簿
記
、
計
算
そ
し
て
技
術
の
広
汎
な
進
歩
」
で
あ
り
、
第
三
期
は
一
四
九
四
年
か
ら
一
八
四
O
年
ま
で
の
「
簿
記
文
献
」
と
題
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
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簿
記
学
者
に
視
点
を
集
め
る
。
イ
タ
リ
ア
式
簿
記
と
し
て
複
式
簿
記
は
展
開
す
る
が
、
十
八
世
紀
は
イ
タ
リ
ア
の
資
本
主
義
に
お
け
る
地
位
の
低
下
と
な
っ
て
、
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
簿
記
研
究
が
衰
退
期
に
入
る
。
第
四
期
は
一
八
四
O
年
か
ら
一
九
O
O年
ま
で
の
会
計
学
の
形
成
期
を
扱
う
が
、
こ
こ
に
科
学
的
会
計
学
が
成
立
す
る
と
す
る
。
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ふ
れ
て
イ
タ
リ
ア
会
計
学
の
形
成
期
を
考
察
し
て
い
る
。
本
書
は
イ
タ
リ
ア
簿
記
史
の
通
史
的
研
究
で
あ
る
が
、
と
く
に
十
三
世
紀
末
か
ら
十
四
世
紀
に
か
け
て
の
ト
ス
カ
ナ
地
方
に
お
い
て
複
式
簿
記
が
ど
こ
よ
り
も
さ
き
に
成
立
し
た
と
す
る
点
は
起
源
論
の
う
え
か
ら
注
目
ず
べ
き
主
張
で
あ
っ
て
、
戦
後
に
お
け
る
「
起
源
論
」
論
争
に
先
鞭
を
つ
け
た
と
同
時
に
、
戦
争
期
の
研
究
の
空
白
を
う
め
、
戦
前
の
水
準
を
抜
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
い
で
チ
ェ
ル
ピ
イ
の
研
究
が
出
る
。
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ペ
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国
際
的
規
模
の
企
業
の
組
織
、
経
営
、
財
政
に
つ
い
て
の
技
術
的
状
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
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四
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か
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二
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に
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一
元
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分
析
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れ
は
ミ
ラ
ノ
、
ロ
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、
ブ
リ
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ジ
ュ
に
あ
る
支
匝
も
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式
簿
記
の
完
全
な
体
系
を
も
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
分
析
を
通
じ
て
複
式
記
入
簿
記
の
発
生
に
つ
い
て
の
考
察
を
し
た
の
が
木
書
で
あ
る
。
十
五
世
紀
の
ご
く
初
期
に
お
け
る
ロ
ン
パ
ル
デ
ィ
で
複
式
簿
記
が
成
立
し
た
と
す
る
。
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一
九
五
二
年
は
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
、
戦
後
の
新
研
究
が
ぞ
く
ぞ
く
現
わ
れ
て
〈
る
。
複
式
簿
記
の
〈
起
源
〉
に
つ
い
て
新
史
料
に
よ
っ
た
研
究
が
展
開
す
る
の
で
あ
っ
て
、
会
計
史
研
究
史
上
の
注
目
の
年
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
五
十
年
代
後
半
の
ド
・
ル
I
ヴ
ア
ー
の
研
究
に
と
り
入
れ
ら
れ
、
こ
れ
を
通
じ
て
わ
が
国
に
紹
介
さ
れ
て
く
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
は
昭
和
二
十
五
三
九
五
O
)
年
に
山
下
勝
治
『
損
益
計
算
論
』
(
泉
文
堂
)
が
、
「
損
益
計
算
制
度
の
発
展
L
と
い
う
副
田
胞
を
も
っ
て
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
は
単
に
複
式
簿
記
法
?
と
い
う
計
算
段
術
の
生
成
・
発
展
の
歴
史
を
取
扱
っ
た
も
の
で
な
く
、
し
た
が
っ
て
十
四
・
五
世
紀
の
北
イ
タ
リ
ア
の
簿
記
実
践
の
み
を
対
象
と
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
今
日
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
会
計
史
を
指
向
し
た
も
の
で
あ
る
。
損
益
計
算
制
度
の
発
展
史
を
問
題
と
し
よ
う
と
す
る
意
識
は
欧
米
の
会
計
史
家
に
は
な
か
っ
た
。
山
下
教
授
は
、
「
損
益
計
算
制
度
は
、
そ
の
拠
っ
て
立
つ
経
済
的
基
盤
と
し
て
の
企
業
経
済
活
動
の
態
容
、
そ
れ
を
と
り
ま
く
経
済
的
詰
条
件
の
発
展
に
即
応
し
つ
与
、
自
己
順
応
の
形
態
を
と
り
な
が
ら
自
己
を
否
定
し
、
新
な
形
態
へ
と
発
展
し
、
然
も
、
常
に
ヨ
リ
精
密
な
形
態
へ
と
発
展
す
る
傾
向
を
辿
る
も
の
で
あ
る
」
(
序
)
と
い
う
基
本
視
点
か
ら
、
複
式
簿
記
の
成
立
と
と
も
に
形
成
さ
れ
る
損
益
計
算
制
度
の
発
展
の
諸
形
態
を
具
体
的
に
考
証
し
な
が
ら
、
損
益
計
算
の
制
度
的
発
展
の
限
向
理
論
を
抽
出
し
よ
う
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
戦
後
の
学
問
再
建
過
程
に
お
い
て
、
い
巾
つ
は
や
く
本
吾
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
ず
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
複
式
簿
記
史
と
し
て
の
体
系
化
が
学
界
の
関
心
事
で
あ
り
、
損
益
計
算
的
側
聞
を
発
展
さ
せ
て
ゆ
く
後
続
的
研
究
は
ま
だ
で
て
こ
な
か
っ
た
。
本
書
の
構
成
は
、
総
司
説
損
益
計
算
的
思
考
と
そ
の
計
算
制
度
、
第
一
一
繍
口
別
損
益
計
算
制
度
、
第
二
編
総
括
的
損
益
計
算
制
度
、
第
三
一
編
総
括
的
損
益
計
算
制
度
の
口
別
計
算
化
、
結
論
損
益
計
算
制
度
の
発
展
傾
向
な
ど
か
ら
な
る
。
本
書
は
欧
米
の
戦
前
の
研
究
に
も
と
づ
い
て
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
簿
記
史
と
し
て
口
別
損
益
計
算
段
階
の
イ
タ
リ
ア
に
の
み
焦
点
な
求
め
る
も
の
で
な
く
、
総
括
的
H
期
間
損
益
計
算
の
生
成
・
発
達
史
を
問
題
と
さ
れ
た
点
に
最
大
の
功
績
を
認
め
た
い
。
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三
編
「
総
括
的
損
益
計
算
制
度
の
n
別
計
算
也
」
は
、
産
業
資
本
が
機
能
す
る
資
本
主
義
段
階
を
対
象
と
し
て
い
る
。
第
一
一
輔
、
二
編
は
商
業
資
本
ま
た
前
期
的
資
本
段
階
の
問
題
で
あ
っ
た
。
商
業
資
本
の
損
益
計
算
よ
り
斥
業
資
本
の
損
益
計
算
へ
の
制
度
的
発
震
を
あ
と
づ
け
た
の
で
め
る
。
そ
し
て
「
原
価
計
算
制
度
を
採
る
場
合
に
於
け
る
期
間
的
、
総
括
的
損
益
計
算
は
、
実
は
、
其
の
損
益
計
算
自
体
の
原
価
計
算
化
乃
至
口
別
計
算
化
を
意
味
す
る
も
の
と
な
る
に
至
っ
て
ゐ
る
:
:
・
」
(
二
八
三
頁
)
と
い
わ
れ
、
産
業
資
本
主
義
段
階
の
工
場
制
工
業
に
お
い
て
は
、
「
最
阜
、
固
定
資
本
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
生
産
関
係
の
計
算
的
把
握
な
く
し
て
は
、
工
業
利
潤
計
算
の
正
確
性
は
期
待
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
」
(
二
九
O
頁
)
と
さ
れ
る
。
そ
こ
で
「
期
間
的
損
益
計
算
と
有
機
的
に
関
聯
せ
し
め
て
原
価
計
算
を
採
り
入
れ
、
原
価
計
算
に
基
く
給
付
売
上
損
益
を
個
別
的
に
計
算
し
、
其
の
結
果
と
し
て
、
期
間
的
損
益
計
算
を
行
ふ
が
如
き
計
算
制
度
を
考
案
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
期
間
的
損
益
計
算
の
正
確
性
と
精
悩
性
と
を
確
保
す
る
方
途
を
講
ず
る
必
要
に
際
会
す
る
。
か
く
て
期
間
的
損
益
計
算
は
、
原
価
計
算
に
基
く
売
上
損
益
計
算
を
自
己
の
う
ち
に
綜
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
期
間
的
損
益
計
算
の
原
価
計
算
化
乃
至
口
別
計
算
化
の
計
算
制
度
が
発
展
す
る
に
至
っ
て
ゐ
る
」
(
二
九
O
頁
)
と
い
わ
れ
る
。
山
下
教
授
は
損
益
計
算
制
度
の
一
二
段
階
的
発
展
を
定
式
化
さ
れ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
十
九
世
紀
の
な
か
ば
に
劃
期
を
求
め
ら
れ
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
が
近
代
会
計
の
問
題
と
し
て
重
要
な
点
で
あ
り
、
対
象
を
ド
イ
ツ
に
求
め
る
か
、
ま
た
イ
ギ
リ
ス
に
求
め
る
べ
き
か
。
会
計
史
の
世
界
史
的
把
握
の
問
題
と
な
る
。
教
授
の
い
わ
れ
る
第
二
一
形
態
が
極
め
て
近
代
会
計
の
方
向
と
し
て
異
質
的
な
二
つ
の
形
態
を
一
目
し
て
く
る
。
す
な
わ
ち
産
業
資
本
主
義
段
階
お
よ
び
独
占
段
階
の
問
題
で
あ
り
、
後
者
の
う
ち
に
近
代
会
計
が
制
度
的
に
成
立
す
る
と
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
(
続
・
完
)
一
八
五
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
(
続
・
兎
)
一
八
六
い
う
の
が
、
批
判
会
計
学
派
の
主
張
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
五
年
に
は
、
ま
た
、
田
中
藤
一
郎
「
複
式
簿
記
発
展
史
論
』
(
不
二
越
印
刷
工
業
株
式
会
社
)
が
出
る
が
、
教
授
の
永
年
の
文
献
史
的
研
究
を
整
理
さ
れ
た
も
の
で
、
簿
記
史
の
史
料
集
と
も
い
え
る
も
の
で
、
昭
和
一
二
十
六
年
に
さ
ら
に
拡
充
さ
れ
て
く
る
。
こ
の
一
一
著
よ
り
前
、
昭
和
二
十
二
年
に
片
岡
義
雄
訳
『
ウ
ル
フ
古
代
会
計
史
』
八
邦
光
堂
)
が
公
刊
さ
れ
た
。
こ
れ
は
一
九
一
二
年
出
版
の
ウ
ル
フ
の
古
代
史
部
分
の
訳
出
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
敗
戦
の
混
乱
の
な
か
に
も
か
か
わ
ら
ず
会
計
史
研
究
は
若
実
な
展
開
を
し
て
き
た
。
し
か
し
、
ま
だ
会
計
史
は
一
般
化
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
史
料
が
特
定
の
研
究
機
関
に
の
み
存
在
す
る
か
ら
で
も
あ
っ
た
。
片
野
一
郎
訳
清
水
宗
一
功
訳
『
リ
ト
ル
ト
ソ
会
計
発
達
史
』
(
同
文
館
)
が
昭
和
二
十
七
年
に
出
た
。
従
来
、
会
計
史
H
複
式
簿
記
史
研
究
は
二
十
世
記
の
二
、
二
一
十
年
代
の
文
献
に
た
よ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
戦
争
期
に
お
い
て
入
手
が
極
め
て
困
難
と
な
っ
た
。
会
計
史
研
究
は
前
摘
で
ふ
れ
た
よ
う
な
文
献
を
も
っ
特
定
の
大
学
で
の
み
行
い
う
る
状
態
で
あ
っ
た
が
、
リ
ト
ル
ト
Y
訳
書
は
こ
れ
を
一
般
化
し
た
。
こ
の
訳
書
は
わ
が
国
の
会
計
史
研
究
を
極
め
て
盛
ん
に
し
た
。
同
じ
昭
和
二
十
七
年
に
宮
上
一
男
『
工
業
会
計
制
度
の
研
究
』
(
山
川
出
版
社
)
、
が
批
判
会
計
学
の
成
呆
と
し
て
発
表
さ
れ
た
。
「
こ
の
昔
前
物
は
、
工
業
会
計
制
度
の
計
算
技
術
を
、
そ
れ
自
体
と
し
て
、
研
究
し
た
も
の
で
は
な
い
。
工
業
会
計
制
度
の
計
算
技
術
が
ど
の
よ
う
な
機
能
と
意
味
と
を
も
っ
て
い
る
か
、
そ
の
発
生
・
発
展
の
必
然
性
は
、
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
あ
る
か
、
と
い
う
問
題
を
経
済
的
発
展
の
過
程
の
な
か
で
理
解
し
よ
う
と
す
る
し
(
は
し
が
き
)
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
構
成
は
、
第
一
章
工
業
会
計
制
度
の
生
成
l
l
l
損
益
計
算
制
度
と
原
価
計
算
制
度
と
の
結
合
、
第
二
章
工
業
会
計
制
度
の
分
化
、
第
三
章
損
益
計
算
制
度
の
分
化
で
あ
り
、
第
一
二
章
は
「
損
益
計
算
制
度
と
株
式
会
社
の
構
造
」
、
「
ド
イ
ツ
型
損
益
計
算
制
度
と
ア
メ
リ
カ
型
損
益
計
算
制
度
」
と
か
ら
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
補
論
に
は
け
原
価
理
論
、
H
H
資
産
論
批
判
、
科
固
定
資
産
再
評
価
論
が
含
ま
れ
て
い
る
。
宮
上
教
援
は
「
資
本
主
義
の
発
展
か
ら
み
れ
ば
、
独
占
が
、
そ
し
て
そ
の
個
別
企
業
の
構
造
か
ら
み
れ
ば
株
式
会
社
が
、
簿
記
か
ら
離
れ
て
、
会
計
問
題
を
提
起
し
た
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
、
「
簿
記
と
会
計
と
は
こ
の
よ
う
な
つ
な
が
り
を
も
っ
た
問
題
で
あ
る
。
簿
記
は
別
個
資
本
の
簿
記
で
あ
る
が
、
会
計
は
株
式
会
社
の
会
計
で
あ
り
、
同
時
に
独
占
の
会
計
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
簿
記
と
会
計
と
の
論
理
的
関
連
の
問
題
が
提
起
さ
れ
、
以
後
の
批
判
会
計
学
の
論
理
体
系
の
基
礎
範
時
を
構
成
し
て
く
る
。
こ
の
頃
か
ら
会
計
史
研
究
が
盛
況
に
向
う
。
こ
の
背
後
に
は
社
会
科
学
・
マ
ル
ク
ス
主
義
研
究
の
高
揚
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
マ
ル
グ
ス
主
義
を
基
底
と
し
た
批
判
会
計
学
派
に
お
い
て
と
く
に
会
計
史
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
。
昭
和
二
十
八
三
九
五
三
)
年
に
江
村
稔
著
「
複
式
簿
記
生
成
発
達
史
論
』
(
中
央
経
済
社
)
が
出
版
さ
れ
た
。
本
書
は
メ
リ
ス
、
チ
ェ
ル
ビ
イ
な
ど
の
研
究
が
わ
が
国
に
紹
介
さ
れ
る
以
前
に
研
究
を
進
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
複
式
簿
記
史
論
の
わ
が
国
に
お
げ
る
最
初
の
研
究
書
で
あ
っ
た
。
「
会
計
史
の
研
究
は
、
そ
の
一
環
'
と
し
て
文
献
学
的
な
資
料
の
解
明
を
ふ
く
む
L
が
「
か
か
る
文
献
解
明
の
域
に
と
ど
ま
っ
て
、
過
去
の
文
明
の
遺
産
の
単
な
る
礼
讃
に
お
わ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
会
計
、
特
に
、
複
式
簿
記
を
完
成
せ
し
め
る
に
至
っ
た
根
本
的
動
機
を
、
社
会
経
済
的
発
達
の
な
か
に
求
め
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
計
算
体
系
ふ
れ
メ
カ
ニ
ズ
ム
V
の
制
約
を
も
、
明
白
に
す
る
と
と
が
必
要
で
あ
る
」
(
序
文
)
と
さ
れ
て
行
論
さ
れ
る
。
こ
れ
が
現
代
実
務
に
つ
な
が
り
、
将
来
に
お
け
る
そ
の
発
達
を
予
測
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
と
さ
れ
、
「
現
代
的
会
計
の
諸
問
題
ヘ
の
関
連
は
、
主
と
し
て
代
理
人
会
計
、
お
よ
び
、
代
理
人
簿
記
の
重
視
」
と
し
て
な
さ
れ
た
。
教
授
の
研
究
は
複
式
簿
記
の
ロ
l
マ
起
源
論
か
ら
説
き
お
こ
し
、
十
八
世
紀
に
至
る
も
の
で
あ
っ
た
。
本
書
の
構
成
。
序
説
「
簿
記
学
起
源
考
に
つ
い
て
」
。
こ
れ
は
前
稿
で
ふ
れ
た
が
、
江
村
教
授
も
「
そ
の
研
究
の
先
駆
的
意
義
は
高
く
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
と
さ
れ
、
こ
れ
を
紹
介
を
し
な
が
ら
『
複
式
簿
記
生
成
発
達
史
論
」
の
序
説
と
し
た
。
第
一
一
編
複
式
簿
記
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
(
続
-
b克
〉
八
r七
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
(
続
・
完
)
八
八
生
成
史
論
第
一
章
複
式
簿
記
と
企
業
簿
記
、
第
二
章
古
代
会
計
史
、
第
三
章
ロ
1
マ
の
会
計
と
そ
の
特
長
、
第
四
章
代
理
人
簿
記
と
そ
の
歴
史
的
意
義
。
第
一
篇
は
生
成
史
論
の
展
開
と
さ
れ
る
が
、
ま
ず
「
複
式
簿
記
の
諸
特
長
の
発
生
過
程
を
複
式
簿
記
生
成
史
と
し
て
考
察
し
」
て
、
ロ
ー
マ
代
理
人
簿
記
が
複
式
簿
記
と
し
て
、
す
な
わ
ち
複
記
式
簿
記
が
企
業
簿
記
と
し
て
確
立
す
る
こ
と
を
主
張
さ
れ
る
。
こ
こ
で
確
立
し
た
複
式
簿
記
が
、
企
業
簿
記
と
し
て
形
態
的
・
機
能
的
に
拡
大
す
る
過
程
を
、
第
二
編
複
式
簿
記
発
達
史
と
し
て
分
析
す
る
。
そ
れ
は
第
一
章
複
式
簿
記
の
地
域
的
発
展
、
第
二
章
複
式
簿
記
の
形
態
的
発
展
、
第
三
章
複
式
簿
記
の
機
能
的
発
展
よ
り
な
る
。
江
村
教
授
は
「
代
理
人
簿
記
は
会
計
史
上
最
初
に
あ
ら
わ
れ
た
企
業
簿
記
で
あ
り
、
勘
定
形
式
と
複
式
記
入
の
二
つ
の
特
長
を
有
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
複
式
簿
記
の
原
基
的
形
態
で
も
あ
っ
た
」
(
七
八
頁
)
と
い
う
。
勘
定
形
式
と
複
式
記
入
は
同
質
的
・
同
時
的
な
も
の
か
ど
う
か
は
複
式
簿
記
本
質
論
の
う
え
で
重
要
な
問
題
で
あ
る
が
、
勘
定
形
式
の
存
在
に
注
目
さ
れ
て
い
る
点
は
会
計
史
の
一
般
的
通
説
的
理
解
を
一
万
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
?
l
マ
時
代
に
存
在
し
た
と
主
張
さ
れ
る
点
、
が
起
源
論
の
う
え
か
ら
特
異
な
主
張
と
な
る
。
こ
れ
は
複
式
簿
記
の
決
定
的
指
標
と
し
て
自
己
資
本
概
念
の
導
入
リ
確
立
を
問
題
と
す
る
「
資
本
主
簿
記
」
の
考
え
方
、
リ
ト
ル
ト
ン
の
主
張
を
代
表
と
す
る
通
説
に
対
立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
本
書
は
代
理
人
会
計
の
重
視
に
特
色
が
求
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
代
理
人
簿
記
は
古
代
ロ
1
7
に
お
け
る
奴
隷
制
経
営
の
う
ち
に
確
立
し
た
も
の
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
前
に
の
ベ
た
チ
ェ
ル
ビ
イ
、
メ
リ
ス
は
い
わ
ゆ
る
「
中
世
イ
タ
リ
ア
説
」
に
よ
っ
て
起
源
論
を
展
開
す
る
に
対
し
て
、
「
古
代
ロ
l
マ
説
」
を
展
開
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
p
・
カ
ッ
ツ
の
考
え
方
に
共
通
す
る
。
中
世
イ
タ
リ
ア
説
に
た
て
ば
、
教
授
が
「
発
達
史
し
と
し
て
扱
わ
れ
た
多
く
が
「
生
成
史
」
の
領
域
に
入
る
こ
と
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
「
複
式
簿
記
の
機
能
的
発
展
し
は
注
目
の
研
究
で
あ
る
。
代
理
人
説
を
徹
底
さ
せ
た
論
説
で
あ
り
、
ゾ
ン
バ
ル
ト
批
判
か
ら
始
め
る
。
資
本
主
義
と
複
式
簿
記
の
関
連
を
問
題
と
さ
れ
、
「
簿
記
会
計
の
行
わ
れ
て
い
た
時
代
、
お
よ
び
、
そ
の
社
会
的
背
景
を
考
え
る
こ
と
な
く
し
て
は
、
簿
記
史
・
会
計
史
は
単
な
る
歴
史
的
事
実
の
羅
列
た
る
に
と
ど
き
り
、
結
局
は
現
存
す
る
会
計
史
料
の
歴
史
的
考
証
に
終
る
こ
と
と
な
る
。
会
計
史
が
真
に
答
う
べ
き
問
題
は
、
そ
れ
ら
の
会
計
的
記
録
が
当
時
の
経
済
態
勢
の
う
ち
に
あ
っ
て
如
何
な
る
機
能
を
果
し
、
ま
た
如
何
な
る
目
的
に
応
え
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
を
、
史
料
の
考
証
を
通
じ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
二
定
の
発
展
的
系
誌
の
上
に
配
胃
し
そ
の
系
譜
宏
再
構
成
す
る
乙
と
に
こ
そ
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
叫
ん
が
、
カミ
く
の
如
き
社
会
H
経
済
的
背
景
と
の
対
応
関
連
の
上
に
会
計
史
を
科
学
的
に
研
究
す
る
こ
と
に
急
な
る
の
余
り
、
会
計
が
和
二
ー
」
い
る
諸
制
約
を
見
失
う
に
至
る
と
き
、
会
計
史
研
冗
は
社
会
日
経
済
発
達
史
研
究
の
う
ち
に
包
摂
せ
し
め
ら
れ
、
少
く
と
の
研
完
と
し
て
は
非
科
学
的
な
も
の
に
転
化
す
る
危
険
を
包
蔵
す
る
も
の
と
言
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
」
(
一
一
六
九
頁
)
と
主
張
す
る
。
こ
れ
は
ま
た
代
理
人
説
の
思
考
を
規
定
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
ま
た
資
本
主
義
と
複
式
簿
記
と
の
必
然
的
結
合
に
つ
い
て
の
否
定
的
見
解
へ
と
発
展
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
昭
和
三
十
(
一
九
五
五
)
年
頃
、
批
判
会
計
学
派
の
代
理
人
説
批
判
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
「
会
計
技
術
の
完
成
と
発
展
は
常
に
代
理
人
企
業
に
お
い
て
行
わ
れ
る
。
カ
ッ
ツ
も
亦
こ
れ
を
強
力
に
主
張
し
て
、
簿
記
を
資
本
主
簿
記
と
経
営
者
簿
一
戸
ぶ
大
別
し
、
前
者
に
あ
っ
て
は
複
式
記
入
の
俗
記
は
必
ず
し
も
発
達
し
な
か
っ
た
が
、
後
者
に
あ
っ
て
は
殆
ん
ど
PH倒
的
に
悔
式
記
入
簿
記
が
発
展
し
た
こ
と
を
主
張
す
る
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
主
張
を
全
面
的
に
容
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
」
(
三
二
一
一
一
頁
)
と
い
わ
れ
る
点
に
大
い
に
教
え
ら
れ
て
い
る
。
複
式
簿
記
は
企
業
の
簿
記
と
い
う
よ
り
は
経
営
の
簿
記
で
あ
5
0
ま
た
著
書
と
い
う
形
は
と
ら
な
か
っ
た
が
、
小
品
田
力
佐
夫
教
授
は
着
実
な
研
究
を
展
開
し
て
い
る
。
一
複
式
簿
記
に
お
け
る
人
名
勘
定
l
i
l勘
定
の
経
済
的
職
能
を
め
ぐ
っ
て
」
(
『
会
計
』
第
五
十
七
巻
第
二
号
・
昭
和
二
十
五
年
二
月
三
「
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
簿
記
と
ヴ
ェ
ニ
ス
簿
記
」
(
『
商
学
論
究
』
第
一
号
・
昭
和
二
十
六
年
)
、
「
複
式
簿
記
に
お
け
る
ヴ
ェ
ニ
ス
式
簿
記
の
地
位
L
(
『
会
計
』
第
六
十
四
巻
第
四
号
・
昭
和
三
十
八
年
ー
月
)
な
ど
を
発
表
さ
れ
て
く
る
。
ま
た
本
田
利
夫
教
授
の
研
究
が
あ
り
、
さ
ら
に
後
に
日
本
会
計
史
家
と
し
て
認
め
ら
れ
る
小
倉
栄
一
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
(
続
・
完
)
入
7L 
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
(
続
・
完
)
一九
O
郎
教
授
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
合
計
史
の
研
究
が
出
る
。
小
倉
栄
一
郎
「
原
始
記
帳
法
の
成
立
過
程
l
j複
式
簿
記
発
達
史
そ
の
一
」
〈
『
彦
根
論
叢
』
・
滋
賀
大
学
経
済
学
会
・
第
四
号
・
昭
和
二
十
六
年
一
月
三
同
「
パ
チ
オ
ロ
簿
記
法
の
再
吟
味
|
|
複
式
簿
記
発
達
史
そ
の
二
L
昌
彦
根
論
叢
』
第
五
号
・
昭
和
二
十
六
年
六
月
)
、
同
「
口
別
損
益
計
算
制
度
の
成
立
過
程
」
(
『
会
計
』
第
一
江
イ
九
巻
第
六
号
・
昭
和
二
十
六
年
六
月
)
、
同
「
勘
定
学
説
の
展
開
L
q彦
恨
一
論
議
』
第
七
号
・
昭
和
二
十
六
年
十
一
一
月
)
な
ど
で
あ
る
。
二
十
世
紀
の
五
十
年
代
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
の
複
式
簿
記
の
生
成
・
発
達
の
史
料
的
研
究
を
整
理
し
て
、
ド
・
ル
l
ヴ
ァ
l
の
論
文
が
一
九
五
五
年
に
発
表
さ
れ
た
。
MNmqE。
口
仏
号
岡
山
gJ10円
-
Z
0
4
4
H
U
2
8
0の
け
守
g
o
D
F
o
出
U
Zミ
O
同
k
r
o
gロロ什
z
m
-
5
0
k
J
白
の
の
。
ロ
ロ
己
反
州
問
。
JH円
044
・し「巳
ω
己
φ
ロ
ω・
こ
の
論
文
の
中
心
は
起
源
論
に
あ
る
。
F
・
メ
リ
ス
と
T
・
チ
ヱ
ル
ピ
イ
を
主
と
し
て
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
会
計
発
展
は
資
本
主
義
と
は
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
か
を
聞
い
、
利
潤
計
算
を
す
る
こ
と
が
資
本
主
主
誌
の
発
展
の
推
進
力
に
な
っ
た
と
す
る
。
こ
れ
は
資
本
主
義
の
発
展
に
対
し
て
必
然
的
存
在
か
、
偶
然
的
に
発
見
・
体
系
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
点
で
本
質
論
的
に
問
題
と
な
る
。
ド
・
ル
l
ヴ
ァ
l
論
文
の
後
半
は
中
世
紀
の
会
計
文
書
を
分
析
し
て
い
る
。
小
島
男
佐
夫
教
授
は
ド
・
ル
ー
ヴ
ァ
l
論
文
を
紹
介
し
つ
つ
、
「
複
式
簿
記
の
起
源
に
関
す
る
新
考
察
l
l
複
式
簿
記
の
本
質
規
定
を
め
ぐ
っ
て
」
(
「
商
学
論
究
』
第
十
五
号
・
昭
和
一
一
一
十
一
年
十
二
月
)
を
発
表
す
る
。
ド
・
ル
l
ヴ
ァ
ー
は
「
中
世
イ
タ
リ
ア
説
」
を
検
討
す
る
も
の
で
、
一一一一四
O
年
の
ゼ
ノ
ア
史
料
に
よ
る
伝
統
的
な
ゼ
ノ
ア
説
を
批
判
す
る
も
の
で
あ
っ
た
Q
こ
の
点
に
つ
い
て
小
島
教
授
は
「
貸
借
左
右
対
照
的
な
勘
定
形
式
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
、
人
名
勘
定
・
物
財
勘
定
の
他
に
名
目
勘
定
が
翠
入
さ
れ
、
取
引
の
貸
借
簿
記
に
よ
る
勘
定
問
の
関
連
性
が
み
ら
れ
る
と
共
に
、
損
益
勘
定
と
の
関
連
に
よ
っ
て
勘
定
の
貸
借
平
均
に
よ
る
締
切
り
が
、
商
品
勘
定
に
於
て
み
ら
れ
る
こ
と
、
こ
の
結
果
が
、
ヂ
ェ
ノ
ア
財
務
庁
の
帳
簿
を
、
複
式
簿
記
に
よ
る
も
の
左
断
定
す
る
根
拠
で
あ
る
」
と
し
て
、
一
三
四
O
年
の
ゼ
ノ
ア
説
を
と
ら
れ
る
。
こ
の
起
源
論
は
、
勘
定
問
の
関
連
性
の
存
在
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
貸
借
左
右
対
照
的
な
勘
定
形
式
、
し、
わ
ゆ
る
丁
字
型
勘
定
形
式
の
存
在
が
複
式
簿
記
の
生
成
に
つ
い
て
必
要
な
条
件
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
泉
谷
勝
美
教
授
は
上
下
・
楕
梯
形
式
の
勘
定
の
存
在
で
よ
い
と
す
る
。
ゼ
ノ
ア
の
一
三
回
O
年
起
源
説
よ
り
、
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
り
ト
ス
カ
ナ
地
方
に
お
い
て
十
三
世
紀
末
に
形
成
さ
れ
る
と
す
る
。
丁
字
型
形
式
は
必
ず
し
も
必
要
な
条
件
で
は
な
い
と
す
る
。
私
も
こ
の
点
を
支
持
し
て
、
一つ
複
式
簿
記
の
形
成
論
理
の
検
討
」
(
『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
十
八
巻
第
三
号
・
明
和
三
十
九
年
十
二
月
〉
を
発
表
し
た
。
形
式
は
便
宜
性
の
表
現
で
あ
る
。小
島
教
授
は
複
式
簿
記
起
源
論
に
つ
い
て
の
ド
・
ル
l
ヴ
ァ
!
の
立
場
を
紹
介
す
る
Q
す
な
わ
ち
、
「
複
式
簿
記
起
源
の
問
題
は
、
特
定
地
に
そ
の
芽
生
え
を
見
出
そ
う
と
す
る
努
力
よ
り
も
む
し
ろ
、
各
都
市
・
各
地
方
の
簿
記
法
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
・
地
方
の
社
会
経
済
的
特
性
・
産
業
構
造
的
特
性
等
の
考
察
に
努
力
を
尽
す
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
始
め
て
解
明
し
う
る
途
で
あ
る
と
な
し
て
い
る
彼
の
考
え
方
で
あ
る
」
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
態
様
の
複
式
簿
記
が
存
在
す
る
が
、
地
域
の
経
済
的
・
産
業
構
造
的
に
規
定
し
て
特
殊
化
日
具
体
化
す
る
と
い
う
考
え
方
で
る
り
、
小
島
教
授
も
こ
の
立
場
に
同
意
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ば
ゼ
ノ
ア
地
方
、
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
を
中
心
と
す
る
ト
ス
カ
ナ
地
方
、
ヴ
ェ
ニ
ス
を
含
む
ロ
ン
パ
ル
デ
ィ
地
方
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
簿
記
が
形
成
さ
れ
、
機
能
す
る
と
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
こ
れ
が
な
ぜ
グ
ェ
ニ
ス
式
簿
記
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
て
ゆ
く
か
は
今
後
の
発
達
史
論
の
問
題
と
な
る
。
ド
・
ル
l
ヴ
ァ
ー
に
よ
っ
て
イ
タ
リ
ア
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
研
究
が
紹
介
さ
れ
る
、
が
、
こ
の
役
割
を
は
た
し
た
論
文
が
も
う
一
つ
あ
る
o
H
P
門HmwH同。
0
2戸、
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O
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HO口什
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同
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ロ
江
口
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℃
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け
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C
m
w
p
E
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ロ
2
0
0
E
E
m
g
p
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の
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O
Z
E
l
回
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足
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E
o
s
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Y向。円の町山口
g
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古
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門
出
g
E
F
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回
目
印
件
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ミ
0
同
〉
の
の
。
ロ
ロ
江
口
問
唱
え
・
σM可
〉
-
C
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F
日
付
什
目
。
件
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口
白
H
門同
同凶・
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J
ヘ山
HHHAq-
円、。ロ門目。
P
H
G
U
G
で
あ
る
。
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
(
続
・
完
)
九
会
計
史
学
の
生
成
と
発
送
(
続
完
)
ブL
リ
ト
ル
ト
ン
、
ヤ
i
メ
イ
編
著
『
会
計
史
研
究
』
は
戦
後
の
成
果
の
集
大
成
で
あ
る
。
ヤ
l
メ
イ
が
序
章
を
う
け
も
つ
が
、
複
式
簿
記
史
の
研
究
方
法
、
ま
た
複
式
簿
記
本
質
論
に
多
く
の
問
題
を
提
起
す
る
。
二
十
三
人
の
学
者
に
よ
っ
て
、
「
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
l
マ
の
会
計
」
〈
の
・
同
・
冨
-
a
o
ω
E
C
B宵
)
か
ら
、
一
十
ニ
世
紀
の
ゼ
ノ
ア
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会
計
」
(
出
0
5ロ
g
同
色
己
色
。
問
。
0
4
0
5
、
前
述
の
ド
・
ル
l
ヴ
ヮ
l
論
文
、
イ
ギ
リ
ス
の
会
計
史
、
「
ヅ
ル
ー
ジ
ュ
の
シ
モ
ン
・
ス
テ
ィ
ヒ
ン
」
(
。
・
ZHM
同
日
〈
ぬ
)
、
ア
メ
リ
カ
ム
五
計
史
な
ど
に
お
よ
び
、
西
川
孝
治
郎
教
授
の
日
本
会
計
史
3
Z
E
ユ吋
z
s
gミ
え
U
0
5
Z
l開
己
ミ
宮
島
i
z
o
u
z
m
E
H山
宮
る
が
の
る
。
世
界
各
国
の
権
威
に
よ
る
会
計
史
研
究
の
現
代
的
水
準
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ヤ
l
メ
イ
の
研
究
に
つ
い
て
。
∞ 
ω・
J
p
g
o
uご
ω
巳
0
2
5
0
切
oowwooM)山
口
向
山
口
仏
仲
H
O
岡
山
目
的
ゆ
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同
の
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間
)HE--∞E
-
、吋
}MO
一切の
Oロ
0
5日
の
出
町
宮
ミ
担
当
日
0
4
F
N
D
(凶
即
ゆ
ユ
2
・
〈
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--H・
思
ち
・
科
学
的
簿
記
U
複
式
簿
記
と
資
本
主
義
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
を
論
亡
、
必
然
的
関
連
は
な
い
と
い
う
c
ゾ
ン
バ
ル
ト
批
判
に
関
す
る
も
の
で
、
今
日
の
会
計
史
学
の
一
つ
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
が
K
F
2
0ロ
ロ
江
口
問
山
口
門
H
5
0
E由
。
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同
mUNHUR丘町田
g
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p
H
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ロ
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。
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目
ロ
。ロ
0
5
2
〉
日
目
己
0
2
2
z
g
r
zお
と
な
る
。
ヤ
l
メ
l
は
複
式
簿
記
起
源
論
に
つ
い
て
も
論
文
を
発
表
す
る
。
回
-
∞.J
代
mH
E
O
U〉
Z
o
g印
OH凶什
M
印
C
門町内山口
O同
UCC})円。
l何
回
付
コ
『
切
Q
Q
E内
σω
℃山口
m-kroooロ
ロ
江
口
問
河
04・・〈。円
M
M内
口
唱
日
る
ゆ
り
で
あ
る
。
ヤ
l
メ
イ
は
十
七
・
八
世
紀
の
会
計
史
研
究
に
特
色
を
も
っ
。
ω
0
5
0
ω
2
0出件。
ω己
宮
山
口
仏
岡
山
m
v
g
o
Dけ
『
〈
UOHM什
ロ
ミ
U
Qロ
UHOl
出川同け
H
・一可円、。山氏日ロ
けV
O
〉のの
O口
当
江
口
問
問
。
己
ゆ
4
唱
。
わ
け
--Hお
む
と
k
J
ω
2
1ゆ口付凶日口一行
v
c
oロけロ円
M
1
U
h
E
C
H
O
肘ロけ
3
1
H
Gロ
H1HMmwy
kFROEμ
宮
口
(
U
M
J
Z
0
4
0
5
U
2・
呂
g
で
、
期
間
計
算
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
。
十
七
・
八
世
紀
研
究
は
イ
ギ
リ
ス
と
オ
ラ
ン
ダ
に
舞
台
を
求
め
て
展
開
さ
れ
る
が
、
こ
の
方
面
の
研
究
で
ヤ
i
メ
イ
が
先
頭
に
た
っ
て
い
る
。
一
九
五
0
年
代
は
B
・
s-
ヤ
l
メ
イ
と
「
・
ル
l
ヴ
ァ
!
の
研
究
が
注
目
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
前
者
、
が
イ
キ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
に
問
題
を
求
め
ら
れ
る
に
均
し
、
後
者
は
イ
タ
リ
ア
会
計
史
Jg
深
め
て
ゆ
く
。
ω・
可
・
の
口
3
2・
切
さ
H
E
円
。
ロ
丘
no出什
KH20ロロけ山口問
吉
呂
田
-
K
戸同日
σ
μ
H
6
・
5
E
が
出
版
さ
れ
る
。
本
摘
は
財
務
会
計
史
に
焦
点
を
あ
つ
め
る
の
で
、
原
価
計
算
を
基
底
と
し
た
管
理
会
計
史
は
扱
わ
な
い
が
、
会
計
史
の
対
象
に
は
原
価
計
算
を
基
踏
と
し
た
損
益
計
算
の
制
度
が
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
原
価
計
算
を
問
題
、
と
す
る
が
、
リ
ト
ル
ト
ン
の
い
う
「
十
九
世
紀
」
の
問
題
に
関
連
し
て
く
る
。
原
価
計
算
史
の
研
究
は
一
九
三
C
年
代
に
開
始
さ
れ
る
が
、
ま
た
た
く
間
に
会
計
史
の
中
心
に
せ
ま
っ
て
ゆ
く
。
ガ
l
ナ
l
の
原
価
計
算
史
は
品
田
誠
平
・
米
田
清
貴
・
敷
田
礼
二
・
園
田
平
三
郎
の
諸
教
長
に
よ
っ
て
昭
和
三
十
三
一
年
に
邦
訳
さ
れ
た
。
片
岡
義
雄
教
授
の
永
年
の
バ
チ
ョ
!
リ
の
訳
業
と
研
究
が
昭
和
三
十
一
年
に
完
成
し
た
。
本
書
は
単
な
る
訳
書
で
な
い
。
「
ル
カ
・
バ
チ
ョ
i
リ
の
生
産
」
と
題
す
第
一
部
で
、
パ
チ
ョ
l
リ
簿
記
論
の
祖
述
と
翻
訳
の
歴
史
的
発
展
に
つ
い
て
の
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
簿
記
論
の
文
献
史
的
考
証
で
、
会
計
史
の
一
側
面
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。
会
計
史
U
複
式
簿
記
史
の
研
究
は
そ
の
と
き
ど
き
に
お
い
て
必
ず
ハ
チ
ョ
!
リ
に
た
ち
か
え
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
。
一
九
世
紀
な
か
ぽ
の
会
計
史
の
展
開
と
と
も
に
パ
チ
ョ
l
リ
簿
記
論
の
訳
業
も
開
始
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
イ
ェ
l
ガ
I
(
同
門
出
血
け
同
抑
制
円
ぬ
と
の
一
八
七
六
(
明
治
九
)
年
の
訳
業
か
ら
始
ま
る
が
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
大
正
九
(
一
九
二
O
)
年
の
平
井
泰
太
郎
「
ば
ち
お
り
簿
一
記
書
」
研
究
と
り
、
昭
和
十
一
(
一
九
三
一
)
年
の
黒
沢
清
「
ル
カ
・
パ
チ
ョ
ー
リ
複
式
簿
記
釈
義
」
会
会
計
』
第
三
一
十
八
巻
第
二
号
)
と
な
る
。
片
岡
教
授
の
第
二
部
が
、
本
書
の
中
心
で
、
全
訳
を
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
教
授
は
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M
V
O
ロロ(山。片岡・円、ロ
cmHHι
向。目。ロ
kF
ぴ吋戸山口内凶
H
C
D
ぬ
か
σ
0
円
仏
向
。
回
口
の
HHHH
日目
E
H
M
m
-
ω
2
5
m
刊誌
-
F
H
C
U
ω
-
E
0
4
F
吋
。
わ
円
門
司
巴
-
y
k
r
ロ
C
円
日
間
札
口
弘
吋
円
ωロ印日以江。ロ
C
片
付
HHO
サ円。白
J
江田
O
O
D
U
Oロ
σ
目。
l
切
口
付
円
一
可
回
。
。
肘
}
8
0
1
D
m
ヴ
M
1
H
什吋何回品い
O
門
戸
口
の
何
日
司
白
角
川
町
O
F
H
K
O
ロ仏
o
p
H
C
ω
山ゲ
ωロ門凶し「
-H)
・の
o
t
印-
u
m
o
F
kr
ロ
巳
mw
出品いロ
O
E
σ
目
。
何
回
付
吋
刷
、
図
。
。
}
内
}
内
0
0
1
口
問
一
戸
口
の
釦
可
州
酬
の
目
。
-
宮
、
吋
見
出
品
い
目
印
O
H
・0
円)H
・0
門山口わぬ門回目ロ色付門町刷出印
E
Z門戸同
)
O
ロ司ぬ門司
]{CHA肝
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
(
統
・
完
)
)L 
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
(
続
・
完
)
九
四
な
ど
を
主
な
台
本
と
し
て
訳
出
さ
れ
て
い
る
。
平
井
教
授
は
原
典
と
英
-
訳
が
対
照
で
き
る
よ
う
に
一
不
さ
れ
た
ゲ
ィ
ス
ピ
l
ク
に
よ
っ
て
訳
出
さ
れ
た
が
、
こ
れ
を
発
展
さ
せ
て
三
冊
に
よ
っ
て
翻
訳
を
続
け
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
直
接
的
に
は
一
四
九
四
年
の
中
世
イ
タ
リ
ノ
ア
語
の
版
文
に
よ
る
翻
訳
で
は
な
い
が
、
極
め
て
バ
チ
ョ
I
リ
の
意
思
に
そ
う
H
本
語
訳
と
な
っ
た
。
片
岡
義
雄
著
は
昭
和
三
十
一
年
に
初
版
が
出
た
が
、
昭
和
三
十
五
年
の
増
補
版
に
よ
っ
て
第
三
編
「
ル
カ
・
パ
チ
ョ
l
リ
『
簿
記
論
』
の
批
判
」
が
追
加
さ
れ
た
。
初
版
の
序
言
に
も
あ
る
よ
う
に
、
パ
チ
ョ
i
リ
簿
記
警
は
す
ぐ
れ
て
口
別
損
益
計
算
の
複
式
簿
記
論
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
昭
和
四
十
年
に
増
訂
版
と
な
り
、
昭
和
田
十
二
年
に
は
増
訂
第
二
版
と
な
っ
て
、
教
授
の
目
標
と
さ
れ
る
会
計
史
の
体
系
が
着
々
と
築
か
れ
て
き
て
い
る
。
日
本
会
計
史
の
権
威
・
西
川
孝
治
郎
教
授
は
「
複
製
・
パ
チ
ョ
i
リ
簿
記
論
」
を
昭
和
三
十
四
年
に
出
版
さ
れ
た
o
W
B
・
ホ
イ
ト
一
一
l
氏
が
西
川
教
授
に
大
英
博
物
館
に
あ
る
パ
チ
ョ
l
リ
の
簿
記
官
官
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
贈
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
複
製
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
世
界
最
古
の
複
式
簿
記
書
で
あ
り
、
十
五
世
紀
の
も
の
で
も
あ
っ
て
、
容
易
に
原
具
に
接
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
西
川
教
授
に
よ
っ
て
身
近
か
な
も
の
と
な
っ
た
。
片
岡
教
授
、
西
川
教
授
に
よ
っ
て
パ
チ
ョ
l
リ
研
究
は
め
さ
ま
し
く
前
進
す
る
。
ま
た
一
九
五
0
年
代
は
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
簿
記
史
日
複
式
簿
記
史
の
研
究
が
原
史
料
を
検
討
し
℃
め
ざ
ま
し
い
前
進
な
示
し
た
。
会
計
史
に
お
い
て
は
戦
後
ば
終
っ
た
と
い
う
感
が
強
い
。
五
0
年
代
の
研
究
の
ま
と
め
と
し
て
木
村
和
三
郎
教
授
の
所
説
を
紹
介
し
、
検
討
を
進
め
る
。
昭
和
三
十
三
(
一
九
五
八
)
年
の
始
め
よ
り
雑
誌
『
簿
記
』
(
中
央
経
済
社
)
に
六
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た
〈
複
式
簿
記
の
成
立
過
程
に
関
す
る
研
究
〉
は
、
木
村
和
三
郎
教
授
の
永
年
に
わ
た
る
会
計
史
研
究
の
ま
と
め
(
『
簿
記
』
第
九
巻
第
一
号
よ
り
第
六
号
・
昭
和
三
十
三
年
一
月
ょ
っ
六
月
)
で
も
あ
る
が
、
ま
た
複
式
簿
記
史
の
問
題
点
を
朗
ら
か
に
し
た
も
の
と
し
て
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
そ
の
内
容
は
、
ω
複
式
簿
記
の
歴
史
的
生
成
l
ー
そ
の
序
説
、
我
固
に
お
け
る
簿
記
歴
史
の
研
究
、
ω
リ
ッ
ト
ル
ト
ン
会
計
発
達
史
へ
の
批
判
1
1
複
式
簿
記
の
成
立
過
程
序
説
(
そ
の
2
)
、同開
人
名
勘
定
の
成
立
i
複
式
簿
記
の
生
成
(
そ
の
3
〉
、
凶
物
財
勘
定
と
名
目
勘
定
の
発
生
1
1
1
複
式
簿
記
の
歴
史
的
生
成
(
そ
の
と
、
同
ク
ロ
ス
・
エ
ン
ト
リ
(CC印
印
刷
己
円
以
る
か
ら
完
全
な
複
記
入
へ
の
発
展
|
l複
式
曾
記
の
成
立
過
程
宅
の
5
)
、
附
複
式
簿
記
の
成
立
と
そ
の
後
の
発
展
|
|
複
式
簿
記
の
成
立
過
程
(
そ
の
6
・
完
)
な
ど
で
、
あ
る
。
木
村
教
授
は
複
式
簿
記
の
成
立
を
人
名
勘
定
・
物
財
勘
定
、
そ
し
て
名
目
勘
定
の
三
勘
定
系
統
の
出
現
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
こ
に
教
授
の
勘
定
理
論
が
あ
る
。
十
凶
・
五
世
紀
に
お
け
る
生
成
期
に
お
い
て
は
、
明
確
な
三
分
類
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
。
ま
た
三
勘
定
系
統
の
成
立
が
な
い
と
こ
ろ
に
は
複
式
簿
記
が
体
系
化
し
た
と
は
い
え
な
い
の
か
ど
う
か
は
複
式
簿
記
の
本
質
論
に
も
大
き
な
影
響
を
も
つ
も
の
で
あ
る
が
、
わ
が
国
に
お
け
る
複
式
簿
記
形
成
史
の
基
本
線
と
な
っ
て
い
る
。
木
村
教
授
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
前
稿
で
昭
和
初
頭
段
階
の
項
で
ふ
れ
た
が
、
黒
沢
清
教
授
の
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
の
簿
記
刊
振
替
記
帳
法
、
ヂ
ェ
ノ
ア
式
簿
記
法
、
ヴ
ェ
ニ
ス
式
簿
一
語
法
の
類
型
的
把
握
と
、
そ
の
順
次
累
積
的
体
系
化
に
よ
る
複
式
簿
記
発
生
史
論
と
と
も
に
、
会
計
史
の
古
典
的
体
系
を
示
し
た
の
で
あ
ョ
た
。
木
村
教
授
は
所
論
の
な
か
で
、
欧
米
の
会
計
史
家
は
損
益
計
算
制
度
の
発
達
史
は
ほ
と
ん
ど
問
題
に
し
て
い
な
い
と
い
わ
れ
る
。
外
国
の
研
究
を
頼
り
と
し
て
展
開
し
て
き
た
わ
が
国
の
欧
米
会
計
史
に
お
い
て
も
年
度
的
期
間
損
益
計
算
の
発
達
史
や
決
算
制
度
史
は
盲
点
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
A
口
別
損
益
計
算
か
ら
期
間
損
益
計
算
へ
V
と
い
う
シ
ェ
ー
マ
が
画
け
る
か
ど
う
か
が
ま
ず
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
木
村
教
授
は
、
「
私
の
類
縫
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
十
六
世
紀
か
ら
十
九
位
紀
前
半
に
至
る
長
い
期
聞
に
こ
の
ロ
別
損
益
計
算
制
度
の
ま
ま
に
一
五
帳
の
定
期
的
締
切
の
習
慣
が
熟
成
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
定
期
的
締
切
の
習
慣
が
出
来
上
っ
て
か
ら
も
、
当
該
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
(
続
・
完
〉
一
九
五
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
(
続
・
完
〉
一
九
六
商
取
引
の
変
化
の
な
い
か
ぎ
り
口
別
損
益
計
算
の
方
法
が
採
用
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
」
(
第
三
論
文
)
と
し
て
、
社
会
経
済
的
体
制
に
規
定
さ
れ
る
性
格
と
い
う
よ
り
も
企
業
の
便
宜
性
か
ら
の
計
算
方
法
を
中
心
と
し
て
問
題
を
た
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
制
度
的
推
転
を
ど
う
み
る
か
が
問
題
で
あ
っ
て
、
会
計
史
最
大
の
問
題
点
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
複
式
簿
記
生
成
の
端
緒
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
奴
隷
と
主
人
と
の
委
託
・
受
託
関
係
の
把
握
記
録
と
し
て
生
成
し
た
か
、
そ
れ
と
も
取
引
先
と
の
貸
借
関
係
と
し
て
生
成
し
た
も
の
か
と
い
う
。
い
わ
ゆ
る
代
理
人
説
と
資
本
主
説
の
対
立
問
題
で
あ
る
が
、
「
複
式
簿
記
の
細
胞
形
態
と
し
て
の
勘
定
の
生
成
」
か
ら
証
明
し
よ
う
と
さ
れ
、
定
と
し
て
生
成
し
た
か
に
か
か
る
し
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
複
記
の
本
質
の
問
題
で
も
あ
る
。
教
授
は
人
名
勘
定
の
生
成
に
注
目
さ
れ
、
取
「
勘
定
が
人
名
勘
定
と
し
て
生
成
し
た
か
、
現
金
勘
定
、
収
支
勘
引
先
と
の
貸
借
関
係
か
ら
複
記
式
簿
記
が
形
成
さ
れ
て
く
る
と
す
る
資
本
主
簿
記
説
に
た
っ
。
「
勘
定
」
の
本
質
論
分
析
は
川
勘
定
の
生
成
、
凶
勘
定
科
目
の
生
成
発
展
、
ω勘
定
形
式
の
完
成
な
ど
よ
り
な
る
と
さ
れ
る
。
「
勘
定
の
生
成
発
展
過
程
に
お
け
る
重
要
な
事
項
は
、
債
権
債
務
の
記
録
を
行
う
人
名
勘
定
や
、
人
名
勘
定
に
擬
し
て
記
録
せ
ら
れ
た
物
財
勘
定
が
取
引
の
経
過
に
よ
っ
て
損
益
を
示
す
名
目
勘
定
に
転
化
す
る
こ
と
で
あ
百
が
、
こ
こ
に
抽
象
的
、
ま
さ
に
名
目
的
な
損
益
系
統
勘
定
の
成
立
と
な
る
。
こ
の
と
き
が
機
構
的
H
体
系
的
に
複
式
簿
記
が
完
成
し
た
と
き
で
あ
っ
た
。
端
緒
問
題
に
つ
い
て
は
、
「
何
時
の
頃
か
ら
ク
ロ
ス
・
エ
ン
ト
リ
ー
が
出
現
し
た
か
、
ク
ロ
ス
・
エ
ン
ト
リ
ー
と
物
財
勘
定
の
生
成
と
の
時
間
遅
速
の
点
は
、
複
式
簿
記
発
生
史
上
重
要
な
問
題
の
一
つ
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
問
題
は
馬
場
克
三
教
授
の
簿
理
原
理
へ
と
展
開
す
る
。
馬
場
克
三
・
内
川
菊
義
著
『
基
本
簿
記
概
論
』
(
春
秋
社
・
昭
和
一
二
十
五
年
)
の
第
一
章
簿
記
原
理
で
あ
り
、
第
1
節
複
式
簿
記
原
理
の
生
成
(
そ
の
I
)
、
第
2
節
複
式
簿
記
原
理
の
生
成
(
そ
の
E
)
、
第
三
節
複
式
簿
記
の
原
理
で
あ
る
。
馬
場
教
授
は
「
複
式
簿
記
の
実
際
的
展
開
」
は
「
十
一
一
一
世
紀
か
ら
は
じ
ま
る
」
と
さ
れ
る
が
っ
そ
の
発
端
と
な
っ
た
も
の
は
現
金
収
支
の
記
録
で
は
h
は
く
し
て
、
む
し
ろ
債
権
債
務
の
記
録
で
あ
っ
た
」
(
一
一
頁
)
と
さ
れ
る
。
し
か
し
「
債
権
債
務
の
記
録
計
算
の
背
後
に
、
省
略
さ
れ
た
貨
幣
収
支
計
算
が
暗
黙
の
前
提
を
な
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
憶
測
さ
れ
る
」
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
か
ら
み
つ
き
の
う
え
に
「
価
値
計
算
L
が
行
わ
れ
る
。
「
価
値
計
算
の
本
質
は
結
局
、
賢
本
価
値
計
算
で
あ
り
、
そ
の
機
能
は
損
益
計
算
で
あ
る
」
'
と
さ
れ
る
。
損
益
計
算
が
複
式
簿
記
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
る
筋
書
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
会
計
史
の
論
理
を
豊
富
に
し
た
論
文
で
あ
る
。
木
村
教
授
は
す
で
に
「
複
式
簿
記
の
成
立
過
程
」
(
吋
経
済
学
雑
誌
』
第
九
巻
第
一
二
号
・
昭
叩
山
〉
で
会
計
史
方
法
論
を
展
開
さ
れ
た
が
『
簿
記
』
論
文
の
慕
底
と
な
っ
て
い
る
。
木
村
教
授
は
損
益
計
算
制
度
史
の
研
究
の
要
を
と
か
れ
、
ま
た
勘
定
学
説
研
究
会
}
帳
簿
・
勘
定
組
織
発
達
史
に
関
連
さ
せ
る
体
系
化
論
を
強
調
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
仰
勘
定
科
目
出
現
の
序
列
・
歴
史
的
時
期
の
考
え
方
、
M
W
元
帳
の
勘
定
形
式
の
整
備
発
展
過
程
が
問
題
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
さ
ら
に
資
本
金
勘
定
展
開
史
を
発
展
さ
せ
よ
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
問
題
を
提
起
さ
れ
た
が
、
何
よ
り
も
三
勘
定
系
統
的
会
計
史
の
樹
立
に
功
績
が
あ
っ
た
。
木
村
教
授
の
史
観
の
基
底
に
は
、
(
6〉
「
複
記
の
形
式
は
取
引
そ
の
も
の
が
、
記
帳
者
で
あ
る
商
人
に
教
え
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
っ
た
。
取
引
体
系
を
い
か
に
し
て
客
観
的
に
把
握
す
る
か
と
い
う
こ
と
か
ら
自
然
に
複
式
簿
記
が
形
成
さ
れ
て
く
る
が
、
そ
の
と
き
ど
き
の
歴
史
的
・
経
済
的
条
件
に
規
定
さ
れ
て
具
体
的
な
現
わ
れ
方
を
す
る
。
複
式
簿
記
史
論
で
は
機
能
的
把
握
と
形
式
論
的
把
握
を
統
一
的
に
行
う
必
要
が
あ
る
。
機
能
的
成
立
と
形
式
的
完
成
の
過
程
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
。
木
村
教
授
は
「
複
式
簿
記
の
成
立
の
当
初
に
お
い
て
、
勘
定
形
式
が
頗
る
不
完
備
な
も
の
で
あ
っ
た
」
と
い
わ
れ
る
が
、
元
帳
の
勘
定
形
式
の
整
備
発
展
過
程
の
考
察
が
重
要
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
c
ま
た
教
授
の
人
名
勘
定
出
発
点
説
は
「
複
式
簿
記
の
生
成
の
当
時
に
お
い
て
は
、
複
式
簿
記
は
損
益
計
算
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
財
産
殊
に
、
債
権
・
債
務
の
出
納
計
算
つ
ま
り
管
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
(
続
・
完
)
九
七
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
(
続
・
完
)
九
八
理
に
あ
っ
た
と
い
う
事
、
換
言
す
れ
ば
、
商
取
引
に
伴
う
財
産
殊
に
債
権
・
債
務
の
増
減
、
発
生
・
消
滅
の
計
算
に
あ
っ
た
」
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
馬
場
教
授
の
数
量
計
算
よ
り
価
値
計
算
へ
の
展
開
と
な
る
。
複
式
簿
記
ば
口
別
損
益
計
算
の
手
段
と
し
て
成
立
し
た
一
と
い
う
考
え
方
に
た
つ
の
が
通
説
で
あ
る
が
、
数
量
計
算
よ
り
価
値
計
算
へ
の
転
換
点
が
わ
れ
わ
れ
の
問
題
の
出
発
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
会
計
史
的
把
握
の
必
要
、
ど
な
る
が
、
ま
た
会
計
学
史
と
の
関
係
で
究
明
す
べ
き
で
も
あ
る
。
木
村
教
授
の
論
文
は
後
学
の
わ
れ
わ
れ
に
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
五
十
年
代
に
今
日
の
会
計
史
論
の
方
向
が
定
ま
っ
て
き
た
。
(
1
)
小
島
田
刀
佐
夫
「
複
式
簿
記
の
起
源
に
関
す
る
新
考
察
l
l複
式
簿
記
の
本
質
規
定
を
め
ぐ
っ
て
」
会
)
第
十
五
号
・
昭
和
三
十
一
年
十
二
月
二
七
頁
(
2
)
小
島
男
佐
夫
前
掲
論
文
一
一
八
頁
(
3
)
木
村
和
三
郎
「
リ
ッ
ト
ル
ト
ソ
会
計
発
達
史
へ
の
批
判
L
『
治
記
』
第
九
巻
第
二
号
(
昭
出
・
2
)
四
頁
(
4
)
木
村
和
三
郎
「
物
財
勘
定
と
名
目
勘
定
」
『
簿
記
』
第
九
巻
第
四
号
(
昭
ぉ
・
4
〉
五
頁
(
5
)
木
村
和
三
郎
「
ク
ロ
ス
・
エ
ン
ト
リ
か
ら
完
全
な
複
記
入
へ
の
発
展
」
可
簿
記
』
第
九
巻
第
五
号
(
昭
お
・
5
〉
(
6
)
木
村
和
三
郎
前
掲
第
五
号
論
文
九
頁
『
商
学
論
究
』
(
関
西
学
院
大
学
商
学
研
究
八
頁
-'-
J、
一
九
六
0
年
代
の
会
計
史
研
究
一
九
六
O
年
は
わ
が
国
の
安
保
問
題
の
激
動
の
年
で
あ
る
。
「
八
月
十
五
日
」
と
と
も
に
わ
が
国
の
進
路
を
規
定
し
て
い
る
。
「
対
米
協
調
し
の
方
向
づ
け
を
な
し
た
日
本
経
済
は
そ
の
な
か
で
高
度
経
済
成
長
政
策
を
う
ち
だ
し
て
く
る
。
経
済
成
長
政
策
を
個
別
資
本
に
具
体
化
し
た
経
営
成
長
政
策
は
管
理
会
計
を
極
め
て
重
視
し
て
く
る
。
五
0
年
代
末
に
「
経
営
学
ブ
l
ム
」
が
展
開
し
て
く
る
が
、
そ
の
は
な
や
か
さ
の
か
げ
で
地
味
で
は
あ
る
が
、
着
実
に
会
計
史
研
究
が
展
開
す
る
。
昭
和
三
十
六
二
九
六
一
)
年
は
わ
が
国
会
計
史
論
の
醸
史
に
お
い
て
劃
期
的
な
年
で
あ
る
。
田
中
藤
一
郎
、
小
島
男
佐
夫
、
白
井
佐
敏
の
一
二
教
授
に
よ
っ
て
著
書
が
あ
ら
わ
さ
れ
た
。
三
著
が
一
度
に
出
た
こ
と
は
極
め
て
珍
ら
し
い
が
、
研
究
者
の
層
の
厚
み
か
ら
み
て
空
前
絶
後
の
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
。
戦
後
に
着
実
な
研
究
を
積
重
ね
て
き
た
小
島
男
佐
夫
教
授
は
『
複
式
簿
記
発
生
史
の
研
究
』
(
森
山
書
庖
)
を
だ
さ
れ
た
。
支
ず
本
書
の
構
成
を
み
よ
う
。
第
一
章
複
式
簿
記
の
起
源
に
関
す
る
諸
説
。
従
来
「
ロ
1
7
起
源
説
」
と
「
イ
タ
リ
ア
起
源
説
」
と
に
大
別
さ
れ
、
後
者
が
通
説
と
な
っ
て
い
た
。
一
九
二
二
年
の
フ
ァ
ピ
オ
・
ベ
ス
タ
に
よ
る
「
ヂ
ェ
ノ
ア
の
一
一
一
一
四
O
年
説
」
が
中
心
で
あ
っ
た
。
デ
ュ
・
ル
1
ヴ
ァ
!
の
論
文
以
来
、
「
イ
タ
リ
ア
起
源
説
」
が
深
め
ら
れ
て
ゆ
く
こ
と
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
前
節
で
の
べ
た
。
小
島
教
授
は
「
複
式
簿
記
の
完
成
の
本
質
的
要
件
と
し
て
は
、
各
取
引
が
必
ず
貸
借
複
記
入
さ
れ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
点
で
は
、
各
論
者
共
に
一
致
し
て
い
る
」
が
、
貸
借
左
右
対
照
記
入
を
条
件
と
す
る
か
ど
う
か
で
起
源
論
は
わ
か
れ
て
き
た
。
「
一
つ
の
閲
さ
れ
た
体
系
的
な
勘
定
組
織
こ
そ
が
、
今
日
、
複
式
簿
記
の
記
録
計
算
機
構
と
し
て
の
組
織
的
特
性
を
一
不
す
も
の
」
と
い
わ
れ
、
複
式
簿
記
の
生
成
過
程
H
起
源
で
は
「
貸
借
左
右
対
照
的
な
勘
定
形
式
の
完
成
は
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
、
根
本
的
な
要
件
だ
と
思
わ
れ
る
」
(
一
二
O
頁
)
と
さ
れ
る
。
関
さ
れ
た
勘
定
の
体
系
日
組
織
の
基
底
に
は
貸
借
左
右
対
照
的
記
入
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
新
し
い
タ
ス
カ
ニ
説
、
ロ
ン
パ
ル
デ
ィ
説
は
「
ヂ
ェ
ノ
ア
説
に
根
本
的
な
打
撃
を
加
え
る
根
拠
は
見
出
さ
な
い
」
と
さ
れ
る
。
「
起
源
論
と
本
質
論
は
直
接
な
関
連
が
あ
る
。
本
質
論
を
明
確
に
し
な
い
起
源
論
は
無
基
準
で
、
結
論
な
き
循
環
論
に
陥
る
」
。
そ
こ
で
本
質
論
分
析
に
う
つ
る
。
第
二
章
複
式
簿
記
の
展
開
。
「
簿
記
法
は
、
資
本
の
活
動
が
何
処
で
如
何
様
に
行
な
わ
れ
よ
う
と
も
全
く
嫌
う
こ
と
な
く
ま
た
一
瞬
の
休
む
暇
も
な
く
、
直
に
そ
れ
に
自
己
を
適
応
せ
し
め
て
資
本
活
動
を
正
し
く
把
握
し
、
利
潤
の
算
定
あ
る
い
は
、
経
営
管
理
に
役
立
つ
ベ
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
(
続
・
完
)
九
九
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
(
続
・
完
)
二
O
O
く
自
己
の
機
能
を
遂
行
し
て
き
た
の
で
あ
る
し
(
五
七
立
)
と
さ
れ
て
、
資
本
の
簿
記
と
し
て
の
性
格
を
強
調
さ
れ
る
。
本
書
の
課
題
か
ら
み
て
、
第
三
章
以
下
が
本
論
と
も
い
え
る
が
、
「
簿
記
法
の
発
達
は
、
先
づ
債
権
・
債
務
関
係
、
信
用
取
引
の
記
録
と
し
て
人
名
勘
定
か
ら
起
っ
た
こ
と
を
明
白
な
ら
し
め
ん
と
す
る
こ
と
」
(
九
四
頁
)
を
目
的
と
し
て
、
第
三
章
「
複
式
簿
記
と
信
用
取
引
し
が
展
開
さ
れ
る
。
第
四
掌
「
勘
定
の
生
成
と
そ
の
発
展
」
は
、
十
四
世
紀
前
半
期
頃
ま
で
の
記
録
は
「
H
々
の
取
引
活
動
に
伴
な
う
債
権
債
務
関
係
の
管
理
的
記
録
と
計
算
こ
そ
、
第
一
次
的
に
重
要
L
(
一
一
一
一
七
頁
)
で
あ
っ
た
。
人
名
勘
定
の
み
の
勘
定
簿
は
所
有
権
管
理
の
手
段
で
あ
っ
た
が
、
「
人
名
勘
定
の
外
に
、
取
引
活
動
に
伴
う
諸
種
の
物
財
や
事
象
、
費
用
や
営
業
損
益
を
取
扱
う
た
め
一
に
、
諸
種
の
勘
定
を
用
い
る
に
至
る
と
、
自
然
と
取
引
は
総
べ
て
二
面
的
に
把
握
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
」
(
一
四
O
頁
〉
。
こ
こ
で
、
勘
定
の
体
系
化
が
問
題
と
な
る
が
、
人
名
勘
定
、
物
財
勘
定
、
名
目
勘
定
の
三
勘
定
系
統
に
よ
っ
て
「
勘
定
の
関
さ
れ
た
る
体
系
し
と
し
て
の
複
式
簿
記
が
成
立
す
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
三
勘
定
系
統
説
は
発
生
論
理
に
し
た
が
っ
た
複
式
簿
記
の
勘
定
理
論
で
も
あ
る
。
第
四
章
の
な
か
で
「
主
要
な
諸
勘
定
」
と
題
す
る
節
で
、
資
本
金
勘
定
、
商
品
勘
定
、
製
造
勘
定
を
歴
史
的
に
問
題
と
さ
れ
た
。
オ
ラ
ン
タ
の
シ
モ
ン
・
ス
テ
ィ
ヒ
ン
ま
た
デ
・
ラ
・
ボ
ル
ト
を
史
料
と
し
て
十
七
・
八
世
紀
の
分
訴
に
向
う
。
教
授
の
十
七
・
八
世
紀
分
訴
は
従
来
の
模
式
簿
記
発
生
・
発
達
史
と
し
て
の
イ
タ
リ
ア
の
十
四
、
五
世
紀
分
析
か
ら
新
し
い
次
元
の
問
題
へ
と
向
う
。
口
別
山
出
品
位
計
算
段
陪
か
ら
期
間
損
益
計
算
段
階
へ
の
発
展
企
問
題
と
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
復
記
式
記
入
の
具
体
化
す
る
一
一
克
帳
と
仕
訳
帳
」
で
と
り
扱
う
が
、
形
式
的
発
展
に
中
む
を
お
く
。
「
財
務
表
の
生
成
発
展
」
。
財
務
表
は
「
決
算
し
に
関
連
し
て
あ
ら
わ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
近
世
初
頭
の
ヴ
工
ニ
ス
式
簿
記
と
現
代
の
複
式
簿
記
と
の
重
要
な
業
具
は
、
前
者
で
は
決
算
締
切
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
し
(
一
九
九
頁
〉
と
し
て
、
「
決
算
と
元
帳
の
締
切
り
」
の
意
義
を
追
究
さ
れ
る
。
第
七
章
は
「
パ
チ
ョ
!
リ
と
ズ
ム
マ
」
で
あ
り
、
第
八
章
は
「
我
国
に
お
け
る
簿
記
史
研
究
の
先
駆
し
で
あ
り
、
「
海
野
力
太
郎
纂
訳
『
簿
記
学
起
源
考
』
を
中
心
と
し
て
」
分
析
を
進
め
ら
れ
る
。
以
上
の
八
章
よ
り
本
書
は
な
り
た
っ
て
い
る
。
起
源
論
を
複
式
簿
記
本
質
論
に
関
連
さ
せ
て
務
理
さ
れ
た
こ
と
が
第
一
点
の
功
績
で
あ
る
。
ま
た
「
序
文
し
に
も
記
る
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ゲ
イ
ス
ピ
I
ク
の
書
や
、
デ
・
ラ
・
ボ
ル
ト
の
独
訳
に
よ
っ
て
「
従
来
比
較
的
に
不
分
明
で
あ
っ
た
、
十
六
t
七
世
紀
に
お
け
る
複
式
簿
記
の
発
展
を
文
献
的
に
忠
実
に
あ
と
づ
け
る
こ
と
の
出
来
た
こ
と
は
、
私
(
小
島
教
授
〉
に
と
っ
て
何
よ
り
の
帯
び
で
あ
る
」
。
期
同
計
算
の
成
立
に
関
す
る
諸
関
係
勘
定
の
変
化
を
同
題
と
さ
れ
た
。
会
計
史
は
複
式
簿
記
史
で
あ
り
、
北
イ
タ
リ
ア
の
一
四
・
五
世
紀
が
対
象
で
あ
る
'
と
す
る
従
来
の
方
法
か
ら
一
歩
前
進
を
し
よ
う
と
さ
れ
る
努
力
で
あ
る
。
こ
れ
は
戦
前
の
研
究
に
は
殆
ん
ど
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
功
績
を
も
っ
た
著
書
の
う
ち
に
六
0
年
代
が
あ
け
て
く
る
。
同
中
藤
一
郎
教
授
著
『
複
式
簿
記
発
展
史
論
』
(
評
論
社
)
に
つ
い
て
。
「
木
書
は
主
と
し
て
イ
タ
リ
ア
に
お
げ
る
複
式
簿
記
発
展
史
の
研
究
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
」
(
序
文
)
が
、
そ
の
た
め
に
パ
オ
ラ
リ
(EZHO
∞山口
o
U
)
の
篇
別
に
よ
る
模
放
時
代
、
評
論
時
代
、
科
学
時
代
の
区
分
に
従
っ
て
い
る
。
本
書
は
九
章
と
付
録
よ
り
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
第
一
章
複
式
簿
記
発
展
の
段
階
、
第
二
章
複
式
簿
記
の
起
源
、
第
三
平
模
倣
時
代
、
第
四
章
評
論
時
代
、
第
五
章
科
学
時
代
、
第
六
章
ヴ
ェ
ニ
ス
式
複
式
簿
記
、
第
七
章
比
較
簿
記
史
論
、
第
八
章
オ
ラ
ン
ダ
待
記
学
史
(
1
1
第
九
章
オ
ラ
ン
ダ
簿
記
学
史
(
2
1
お
よ
び
付
録
な
ど
よ
り
な
っ
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
簿
記
学
史
は
わ
が
同
で
は
唯
一
の
研
究
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
書
は
史
料
集
と
い
う
性
格
が
強
い
。
イ
タ
リ
ア
簿
記
史
に
造
詣
の
深
い
教
授
は
模
倣
時
代
l
l
v
科
学
時
代
と
し
て
、
文
献
史
的
考
察
を
行
い
、
ベ
ネ
デ
ッ
ト
・
コ
ト
ゥ
ル
リ
(切。口
O
門日ぬけ作。。。け門口向日目)、
ル
カ
・
パ
チ
オ
リ
か
ら
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ア
ン
ト
ニ
オ
・
タ
リ
ユ
ン
テ
(
の
向
。
〈
忠
臣
山
〉
ロ
宮
口
円
。
、
叶
出
札
ナ
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
(
続
・
完
)
。
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
(
続
・
完
)
。
。ロけ
O)
〔
以
上
第
三
章
〕
、
ド
ン
・
ア
ン
ジ
エ
ロ
・
ピ
1
ト一フ
(UOロ
〉
s
m
o
E
Eぬけ円。)
か
ら
ル
ド
ヴ
ィ
コ
・
フ
ロ
l
リ
(
ド
ロ
仏
0
1の。
E
oユ
〉
な
ど
を
へ
て
〔
以
上
第
四
章
〕
、
エ
ド
モ
ン
ド
・
デ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
と
五
勘
定
学
派
、
ジ
ュ
セ
ッ
ぺ
・
チ
ュ
ル
ド
ボ
l
ニ
(
の
山
口
出
。
ぢ
唱
。
。。吋ず
C
E
)、
そ
し
て
フ
7
ピ
オ
・
ベ
ス
夕
、
エ
マ
ヌ
エ
ル
・
ピ
ザ
ニ
I
へ
と
い
た
る
〔
以
上
第
五
章
〕
。
フ
ァ
ピ
オ
・
ベ
ス
タ
を
底
本
と
し
た
第
六
章
は
イ
タ
リ
ア
簿
一
品
学
史
を
深
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
第
七
・
八
・
九
章
は
オ
ラ
ン
ダ
簿
記
学
史
を
0
・
一
ア
ン
・
ハ
l
ベ
と
デ
・
ワ
l
ル
の
著
書
に
よ
っ
て
反
問
す
る
。
こ
れ
は
同
中
教
授
の
独
特
の
業
績
と
し
て
高
く
評
価
さ
る
ぺ
き
で
あ
る
。
十
七
・
八
世
紀
は
オ
ラ
ン
ダ
を
分
析
す
る
こ
と
の
う
ち
に
明
ら
か
に
な
る
。
オ
ラ
ン
ダ
に
お
い
て
期
間
計
算
や
貸
借
対
照
表
が
成
立
し
て
く
る
。
こ
れ
ら
が
今
同
の
会
計
制
度
の
萌
芽
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
附
録
に
あ
る
付
簿
記
史
文
献
、
付
文
献
解
説
は
研
究
の
う
え
に
便
利
で
あ
る
。
文
献
解
説
は
各
国
に
h
h
叩
け
る
代
表
的
文
献
二
O
冊
|
|
パ
リ
オ
ラ
、
ベ
ス
夕
、
や
ブ
ラ
ウ
ン
、
ウ
ル
フ
、
。
ヘ
ラ
ガ
ロ
、
。
へ
ン
ド
ル
ブ
、
ゴ
ン
ベ
ル
グ
、
デ
・
ワ
l
ル、
0
・
テ
ン
・
ハ
ウ
ベ
、
0
・パ
ウ
ェ
ル
(
。
・
回
田
口
O
H
J
E
o
s
a
g
D
Nロ
可
。
2
0
E
C
V
Z
色
。
吋
切
口
の
yhH
VH・ロ
m-HCHH)、
D
・
ム
レ
イ
、
グ
リ
ー
ン
、
ド
・
ル
l
ヴ
i
、
メ
リ
ス
、
チ
ェ
ル
ピ
イ
、
ブ
レ
ミ
ン
ク
G
g
o
u
v
l出
・
ぐ
F
B
E
B
Z
C
F
出目
2
a
s
z
u
o
B
H
E
g
己
o
u
g
E
H
)
U
C
E
H
b
)
、
リ
ト
ル
ト
ン
・
ヤ
l
メ
イ
編
著
な
ど
に
ふ
れ
て
い
る
。
同
じ
年
に
白
井
佐
敏
教
授
が
の
史
的
考
察
』
(
森
山
書
出
)
を
出
版
さ
れ
た
。
白
井
教
授
は
「
こ
こ
に
研
究
の
対
象
と
し
た
複
式
簿
記
法
は
、
い
う
ま
で
も
一
な
く
、
資
本
主
義
的
企
業
の
簿
記
形
式
と
し
て
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
」
(
序
文
)
と
さ
れ
る
が
、
資
本
主
義
経
済
の
歴
史
と
と
も
に
生
成
、
確
立
、
展
開
し
て
き
た
も
の
と
い
う
認
識
か
ら
出
発
さ
れ
る
。
簿
記
ば
「
技
術
と
し
て
の
そ
の
目
的
に
対
す
る
従
属
性
被
規
定
性
を
念
頭
に
お
き
、
歴
史
的
に
企
業
の
会
計
に
課
せ
ら
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
諸
課
題
と
の
有
機
的
関
連
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
処
理
の
歴
史
的
機
能
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」
(
序
文
)
と
さ
れ
る
。
こ
こ
に
歴
史
的
研
究
の
意
義
が
あ
る
と
す
る
。
複
式
簿
記
の
機
能
的
具
体
化
は
資
本
主
義
的
企
業
の
簿
記
と
し
て
の
歴
史
的
な
性
格
と
複
式
簿
記
法
と
し
て
の
抽
象
的
技
術
的
な
性
格
の
対
立
的
な
統
一
と
し
て
な
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
前
提
を
も
っ
て
、
第
一
篇
「
損
益
計
算
の
展
開
と
複
式
簿
記
」
に
お
い
て
は
、
「
損
括
計
算
機
能
と
の
関
連
の
下
に
複
式
簿
記
法
の
原
理
的
研
究
を
試
み
」
、
第
一
平
絹
「
管
理
的
思
考
の
展
開
と
複
式
簿
記
」
に
お
い
て
、
「
管
期
的
機
能
に
関
連
せ
し
め
て
複
式
簿
記
の
帳
簿
組
織
の
展
開
過
程
を
考
察
し
た
」
(
序
文
・
二
頁
)
も
の
で
あ
っ
た
。本
書
の
構
成
を
み
よ
う
。
第
一
篇
損
益
計
算
の
展
開
と
複
式
簿
記
第
一
章
問
題
提
起
と
研
究
の
方
法
、
第
二
章
口
別
損
益
計
算
と
複
式
辞
記
、
第
三
章
期
間
損
益
計
算
と
複
式
簿
記
、
第
四
章
結
論
|
|
企
業
簿
記
の
歴
史
的
特
質
に
つ
い
て
!
!
第
二
篇
管
理
的
思
考
の
展
開
と
複
式
簿
記
第
一
章
問
題
提
起
と
研
究
の
方
法
、
第
二
章
問
屋
制
家
内
工
業
の
段
階
に
お
け
る
若
干
の
工
業
会
計
資
料
に
つ
い
て
l
l
一
六
世
紀
ま
で
の
イ
タ
リ
ー
毛
織
物
工
業
の
会
計
1
1
、
第
一
二
章
若
干
の
早
期
的
マ
ニ
ユ
フ
ク
チ
ュ
ア
に
お
け
る
会
計
事
情
に
つ
い
て
、
第
四
章
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
段
階
に
お
け
る
若
干
の
工
業
簿
記
文
献
に
つ
い
て
、
第
五
章
産
業
計
本
確
立
期
以
降
に
お
け
る
若
干
の
工
業
簿
記
文
献
に
つ
い
て
な
ど
か
ら
な
っ
て
い
る
。
本
書
の
第
二
篇
は
工
業
簿
記
史
で
あ
る
が
、
商
業
簿
記
史
を
中
心
と
し
て
展
開
し
て
き
た
複
式
簿
記
史
U
会
計
史
に
お
い
て
特
異
な
業
績
と
い
う
べ
き
で
、
原
価
計
算
史
の
某
底
を
構
成
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
会
計
史
は
商
業
簿
記
史
を
こ
え
る
と
こ
ろ
に
成
立
し
て
く
る
が
会
計
史
に
は
工
業
経
営
が
背
景
と
な
っ
て
い
る
べ
き
で
、
工
業
会
計
史
の
体
系
化
が
存
在
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
工
業
会
計
史
を
体
系
化
し
た
、
わ
が
国
の
最
初
の
労
作
で
あ
る
。
白
井
教
授
は
企
業
の
経
営
管
理
的
思
考
の
展
開
を
複
式
簿
記
法
の
史
的
展
開
過
程
の
一
一
美
付
け
に
お
い
て
把
握
し
よ
う
と
す
る
。
損
益
計
算
と
は
別
に
、
管
理
機
能
を
複
式
簿
記
法
の
な
か
に
見
出
そ
う
と
す
る
と
き
、
こ
れ
は
複
式
簿
記
の
歴
史
と
と
も
に
古
い
と
い
え
る
。
管
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
(
続
・
完
)
。
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
(
続
・
完
)
0 
四
理
思
考
は
二
つ
に
区
分
で
き
る
と
さ
れ
、
ユ
般
に
、
資
本
主
義
的
企
業
簿
記
の
諸
記
録
諸
計
算
を
経
営
の
管
理
的
思
考
に
即
し
て
把
握
す
れ
ば
、
抽
象
的
観
念
的
に
、
一
応
そ
れ
自
体
が
財
産
管
理
思
考
を
体
現
す
べ
き
も
の
と
し
て
の
諸
記
録
諸
計
算
と
、
作
業
過
程
な
い
し
は
狭
義
の
経
営
活
動
の
管
理
思
考
に
帰
着
す
べ
き
も
の
と
し
て
の
諸
記
録
諸
計
算
と
に
、
区
分
し
て
考
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」
(
九
七
頁
)
と
い
う
。
そ
し
て
「
管
理
的
思
考
の
体
現
と
し
て
の
企
業
簿
記
の
歴
史
的
側
面
に
お
い
て
、
如
上
の
財
産
管
理
思
考
と
経
営
な
い
し
作
業
過
程
に
つ
い
て
の
管
理
思
考
と
を
対
比
さ
せ
て
考
え
た
場
合
、
後
者
の
も
つ
よ
り
重
要
な
歴
史
的
意
義
が
そ
こ
に
看
取
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
」
(
九
八
頁
)
と
す
る
。
こ
れ
が
「
経
営
な
い
し
作
業
諸
過
程
の
管
理
の
必
要
性
こ
そ
が
、
当
然
に
、
そ
れ
に
対
応
す
べ
き
諸
記
録
諸
計
算
の
必
然
性
に
お
い
て
、
複
式
簿
記
法
展
開
の
新
た
な
契
機
と
刺
戟
と
を
与
え
る
に
至
っ
た
で
あ
ろ
う
し
(
九
九
頁
)
と
し
て
原
価
計
算
史
へ
の
方
向
づ
け
を
す
る
。
原
価
計
算
史
は
直
ち
に
複
式
簿
記
史
で
は
な
い
。
管
理
の
歴
史
的
意
味
が
問
題
で
あ
っ
た
。
歴
史
的
過
程
に
お
い
て
は
、
「
か
の
資
本
の
本
源
的
蓄
積
期
に
お
け
る
前
期
的
商
業
経
営
の
諸
条
件
の
下
に
自
己
の
体
系
を
整
備
す
る
に
至
っ
た
複
式
簿
記
法
の
生
成
な
い
し
確
立
の
段
階
に
あ
っ
て
は
、
両
者
の
う
ち
、
ま
さ
し
く
財
産
管
理
的
思
考
こ
そ
が
、
そ
こ
で
の
第
一
義
的
規
定
的
な
重
要
性
を
も
つ
も
の
と
し
て
現
わ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
(
九
八
頁
)
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
推
転
の
な
か
に
原
価
計
算
史
の
端
緒
が
見
出
さ
れ
る
が
、
本
書
は
必
ず
し
も
原
価
計
算
史
そ
の
も
の
を
問
題
と
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
従
来
、
「
簿
記
原
理
」
は
商
業
簿
記
を
対
象
と
し
て
構
成
さ
れ
て
き
た
が
、
今
日
の
資
本
主
義
H
独
占
資
本
主
義
段
階
に
お
い
て
は
工
業
簿
記
を
中
心
に
体
系
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
勘
定
理
論
」
も
ま
た
こ
れ
に
そ
っ
て
整
理
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
方
向
を
歴
史
研
究
に
具
体
化
し
た
の
が
本
書
で
あ
っ
た
。
第
一
篇
も
ま
た
特
長
を
も
っ
て
い
る
。
損
益
計
算
発
展
史
と
の
関
連
で
複
式
簿
記
発
達
史
を
把
握
し
よ
う
と
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
←寸
本
篇
の
目
標
は
、
直
接
的
に
は
、
企
業
簿
記
に
お
け
る
決
算
手
続
の
意
義
を
そ
の
歴
史
的
な
展
開
過
程
の
概
観
を
通
じ
て
全
面
的
に
検
討
す
る
こ
と
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
ま
た
、
究
極
的
に
は
企
業
簿
記
の
本
質
へ
接
近
を
試
み
よ
う
と
す
る
点
に
お
か
れ
て
い
る
」
(
五
買
)
。
「
決
質
」
の
問
題
は
従
来
の
複
式
簿
記
史
に
お
い
て
は
殆
ん
ど
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
口
別
損
益
計
質
段
階
の
複
式
簿
記
を
問
題
と
し
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
十
四
・
五
世
紀
が
対
象
と
な
っ
て
い
た
。
期
間
損
設
計
算
に
お
い
て
決
算
が
本
来
的
意
義
を
も
っ
ο
と
れ
は
十
六
・
七
世
紀
の
問
題
で
あ
づ
た
。
会
計
史
の
新
し
い
問
題
点
は
こ
こ
に
あ
る
。
白
井
教
授
は
い
ち
は
や
く
こ
こ
を
解
明
さ
れ
た
。
期
間
損
益
計
算
と
決
算
、
そ
し
て
帳
簿
締
切
手
続
の
関
連
分
訴
の
問
題
で
あ
る
。
∞-HMOロ
ロ
円
吉
正
・
の
2
の
庄
の
E
O
色
。
吋
切
戸
HnvEHE口
問
山
口
同
)
2
g
c
E自己噂
]CHω
に
よ
っ
て
、
期
間
損
益
計
算
の
手
段
と
し
て
の
複
式
簿
記
の
機
能
を
究
明
す
る
。
決
算
形
式
の
歴
史
的
発
展
を
ド
イ
ツ
の
簿
記
史
料
に
よ
っ
て
、
三
つ
の
段
階
づ
け
を
さ
れ
た
。
財
産
法
的
損
益
計
算
法
よ
り
、
帳
簿
内
的
決
算
形
態
の
完
成
過
程
を
あ
と
づ
け
ら
れ
る
。
白
井
教
授
は
「
複
式
簿
記
法
の
下
で
の
決
算
諸
手
続
の
局
面
は
、
そ
の
基
本
的
特
徴
を
な
す
貸
借
平
均
の
原
理
を
最
も
明
瞭
に
集
約
し
具
説
せ
し
め
て
い
る
場
な
の
で
あ
」
(
序
文
一
一
頁
)
る
と
い
ぅ
。
複
式
簿
記
は
貸
借
平
均
の
原
理
に
支
え
ら
れ
た
計
算
手
段
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
取
引
の
貸
借
二
面
的
分
解
記
入
日
仕
訳
か
ら
始
ま
り
、
試
算
表
(
合
計
試
算
表
と
残
高
試
算
表
)
の
借
方
・
貸
方
の
均
衡
、
そ
し
て
損
益
計
算
書
と
貸
借
対
照
表
に
お
け
る
同
額
純
損
益
数
値
の
算
出
と
い
う
よ
う
に
平
均
性
が
貫
ぬ
い
て
い
る
。
こ
の
基
本
的
性
格
は
複
式
簿
記
の
成
立
時
点
よ
り
今
日
に
い
た
る
ま
で
一
貫
し
て
い
る
。
決
算
過
程
に
お
け
る
簿
記
的
取
扱
い
が
複
式
簿
記
の
基
本
的
特
質
を
集
中
的
に
表
現
す
る
。
白
井
教
授
の
第
三
章
「
期
間
損
益
計
算
と
複
式
簿
記
」
は
対
象
を
主
と
し
て
ド
イ
ツ
に
求
め
ら
れ
た
が
、
決
算
手
続
き
過
程
を
体
系
的
・
発
展
史
的
に
把
握
さ
れ
る
注
目
の
業
績
で
あ
る
。
白
井
教
授
は
、
ペ
ン
ド
ル
ブ
を
分
析
し
て
、
十
六
世
紀
初
頭
で
は
、
「
我
々
の
一
般
的
会
計
の
決
算
切
gの
E
5印
ロ
回
目
立
2
c
g
o吋
即
日
円
。
。
宮
出
口
問
」
と
し
て
、
総
括
附
に
損
益
の
財
E
雇
法
的
な
計
算
と
、
そ
の
各
出
資
者
へ
の
分
配
、
し
た
が
っ
て
各
持
分
の
確
定
の
計
算
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
か
ら
し
て
、
「
す
で
に
一
六
世
紀
前
半
に
、
実
地
の
棚
却
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
(
続
・
完
)
o 
五
会
計
更
学
の
待
成
と
発
達
〈
続
山
元
)
二
Q
六
に
基
づ
い
て
ピ
ラ
ン
ツ
が
作
成
さ
れ
て
い
た
と
い
う
証
明
が
も
た
ら
き
れ
る
し
と
い
わ
れ
る
点
を
批
判
さ
れ
る
。
ピ
一
プ
ン
ツ
と
簿
記
と
の
関
係
が
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
簿
外
決
算
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
財
産
法
的
決
算
で
あ
っ
た
。
問
題
は
「
期
間
計
算
の
下
で
の
い
わ
ゆ
る
損
益
法
が
、
諸
取
引
の
継
続
的
体
系
的
な
記
録
の
、
し
た
が
っ
て
ま
た
複
式
簿
記
法
の
前
提
の
下
に
お
い
て
観
念
さ
れ
、
歴
史
的
に
も
か
か
る
も
の
と
し
て
生
成
し
存
立
L
得
た
も
の
で
あ
る
」
(
一
二
頁
)
と
い
う
命
題
の
証
明
に
と
り
か
か
る
。
「
期
間
損
益
計
算
の
下
で
の
決
算
第
一
形
態
L
o
っ
そ
れ
は
ま
さ
し
く
、
近
代
的
な
決
算
勘
定
の
体
系
の
下
で
の
、
集
合
損
益
勘
定
と
決
算
残
高
勘
定
と
の
資
本
金
勘
定
へ
の
合
一
と
い
う
姿
態
に
お
い
て
与
え
ら
れ
て
い
る
」
(
四
八
頁
)
も
の
で
、
一
六
一
O
年
出
版
の
ニ
コ
ラ
ス
・
プ
ォ
ル
フ
の
著
書
の
「
計
算
勘
定
」
は
、
、
残
高
勘
定
と
損
益
勘
定
と
の
結
合
と
し
℃
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
「
こ
こ
で
の
期
間
損
益
の
計
算
思
考
は
、
こ
の
よ
う
な
試
算
表
的
な
形
式
と
構
造
の
下
に
埋
没
き
れ
て
、
い
わ
ば
単
な
る
の
能
性
と
し
て
の
み
与
え
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
」
も
の
で
あ
っ
た
。
「
期
間
損
益
の
計
算
思
考
の
下
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
会
計
期
間
単
位
の
純
損
益
の
計
算
を
主
眼
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
然
基
本
的
本
来
的
に
、
期
間
的
な
諸
費
用
語
収
益
の
多
岐
的
表
現
と
し
て
の
諾
名
目
勘
定
残
高
を
、
何
ら
か
の
方
法
と
形
式
ω下
に
集
合
し
総
括
す
る
こ
と
と
そ
が
、
そ
の
不
可
欠
的
な
手
続
と
L
て
第
一
に
要
求
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
」
(
五
O
瓦
一
頁
)ο
す
な
わ
ち
所
有
主
勘
定
か
ら
集
合
損
益
勘
定
の
分
化
と
独
立
で
あ
り
、
一
五
六
三
年
の
ぐ
巳
o
E
E
宮
σ
E
M
F
2
に
よ
っ
て
一
証
明
さ
れ
よ
う
と
す
る
。
「
期
間
損
益
計
算
の
下
に
お
け
る
決
算
様
式
近
代
化
の
第
一
歩
が
、
ま
さ
し
く
:
:
:
損
益
助
定
の
自
立
化
の
形
式
に
お
い
て
、
踏
み
だ
さ
れ
る
し
(
五
六
一
A
)
。
こ
れ
が
第
二
形
態
で
あ
る
。
決
算
残
高
勘
定
の
成
立
が
第
三
形
態
'
と
な
る
。
「
そ
の
第
一
一
一
形
態
へ
の
展
開
に
よ
っ
℃
、
資
本
勘
定
は
、
従
前
の
決
算
残
高
勘
定
的
機
能
か
ら
解
放
さ
れ
、
資
本
勘
定
そ
の
も
の
と
し
て
の
純
粋
の
姿
態
に
脱
皮
せ
し
め
ら
れ
る
に
至
る
で
あ
ろ
う
L
(
五
七
頁
)
。
「
か
か
る
純
粋
資
本
勘
定
へ
の
整
理
を
結
果
す
る
如
き
如
上
の
決
算
残
高
勘
定
自
立
化
の
手
続
を
通
じ
て
、
実
は
、
集
合
損
益
勘
定
に
お
け
る
計
算
。
結
果
が
、
決
算
残
高
勘
定
に
お
け
る
別
の
計
算
手
続
に
よ
っ
て
も
検
証
さ
れ
確
認
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
と
い
う
、
複
式
簿
記
法
の
下
で
の
期
間
計
算
に
特
有
の
関
係
が
、
ま
さ
し
く
帳
簿
上
の
決
算
形
式
と
し
て
明
確
に
表
現
さ
れ
る
し
(
五
七
頁
)
の
で
あ
っ
た
。
メ
ン
へ
ア
は
自
身
の
一
連
の
著
作
に
お
い
て
こ
の
過
程
を
示
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
複
式
簿
記
は
こ
の
第
三
形
態
に
お
い
て
完
成
し
た
と
も
い
え
る
。
ベ
ン
ド
ル
フ
に
よ
り
つ
つ
、
決
算
形
態
の
近
代
化
過
程
を
体
系
化
し
た
こ
と
に
白
井
教
授
の
業
績
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
ベ
ン
ド
ル
フ
は
従
来
の
会
計
史
研
究
で
は
あ
ま
り
問
題
と
さ
れ
な
か
っ
た
。
ド
イ
ツ
会
計
史
を
世
界
史
的
に
ど
の
よ
う
に
地
位
づ
け
る
か
に
問
題
が
あ
っ
た
が
、
十
四
・
五
世
紀
の
イ
タ
リ
ア
に
か
く
れ
て
、
イ
タ
リ
ア
と
運
命
を
と
も
に
し
た
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
が
第
一
点
、
さ
ら
に
本
書
が
構
成
さ
れ
た
時
点
で
は
イ
タ
リ
ア
簿
記
史
を
複
式
簿
記
史
と
考
え
、
十
四
・
五
世
紀
の
イ
タ
リ
ア
を
問
題
と
す
る
こ
と
に
研
究
の
中
心
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
十
七
・
八
世
紀
分
析
が
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
今
日
、
あ
ら
た
め
て
本
書
は
問
題
、
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
白
井
教
授
に
よ
っ
て
先
鞭
が
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
白
井
教
授
の
第
一
編
を
中
心
と
し
て
考
察
し
た
。
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
メ
リ
ス
の
『
中
世
経
済
史
論
』
、
が
出
版
さ
れ
た
。
H
P
E
O
H
F
K
F
印
U
Z江
門
H
O
H
H
m
H
Z
S
出
。
。
口
。
B
片
山
富
。
門
出
l
J1hHH0
・明日
H
・0
口
N
0
・
H
m
v
ω
N
・
こ
れ
は
メ
リ
ス
の
前
著
を
絶
版
と
し
て
、
新
た
に
中
世
経
済
史
の
諸
側
面
を
問
題
と
す
る
な
か
で
会
計
史
に
も
ふ
れ
た
も
の
で
る
。
イ
タ
リ
ア
会
計
史
研
究
の
一
大
成
果
で
あ
る
が
、
今
後
の
複
式
簿
記
史
研
究
に
お
い
て
問
題
と
さ
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
井
上
町
一
回
0
0年
代
の
会
計
帳
簿
簿
を
見
て
し
(
『
会
計
』
第
九
十
三
巻
第
一
号
第
三
号
昭
和
四
十
三
年
一
月
号
・
一
二
月
号
)
が
メ
リ
ス
に
ふ
れ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
切
-
rρ 
ペ
mwgoF
出・
ぞ〉
開門凶
σ吋・
.. 
司
↓HH
。
自
由
。
ロ
(
O
己
・
)
-
K
F
2
0
ロ
ロ
江
口
ぬ
吉
国
足
立
山
口
仏
印
ロ
門
同
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
(
続
・
完
)
二
O
七
会
計
史
学
の
生
成
、
と
発
達
(
続
・
完
)
0 
入
ω。。付け目印
HM仏一
HU-お
H
∞。喝
HLOD門戸
O
P
5
8
、
が
出
た
。
第
一
部
は
同
M
2
2
n宮
内
円
O
B
H凶
c
o
E
O
H
M
〉
2
0ロ
ロ
江
口
m-
第
二
部
は
〉
∞
ロ
210V10町
出
O
O
W由
。
ロ
〉
の
の
Oロ
ロ
江
口
問
一
宮
出
口
E
U
}
Y
5
ぉ
5
0
0
で
あ
り
、
つ
い
で
「
十
七
・
八
世
紀
に
お
け
る
複
式
簿
記
実
践
」
と
な
る
。
「
一
五
四
三
年
と
一
八
O
O年
と
の
聞
は
、
複
式
簿
記
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
帳
簿
の
む
ら
の
な
い
流
れ
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
小
さ
な
し
た
た
り
と
し
て
始
ま
っ
た
が
、
た
ま
え
な
く
拡
が
る
流
れ
と
な
っ
た
L
。
複
式
簿
記
の
注
書
解
や
実
践
例
に
よ
っ
て
十
七
・
八
世
紀
が
明
ら
か
に
な
勺
て
く
る
。
第
一
部
は
種
々
な
複
式
簿
記
処
叩
司
法
に
つ
い
て
、
当
時
の
簿
記
舎
の
見
解
を
抜
粋
し
て
い
る
。
第
二
部
は
当
時
の
簿
記
書
の
分
析
と
十
七
・
八
世
紀
の
簿
記
実
践
を
解
説
す
る
。
十
七
・
八
世
紀
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
今
日
、
本
書
に
示
さ
れ
た
史
料
は
貴
重
な
も
の
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
史
料
集
の
刊
行
は
実
証
的
研
究
を
深
め
る
。
一
九
六
三
(
昭
和
一
一
一
八
)
年
に
戸
。
。
口
。
∞
B
記
ロ
ωロ
品
開
。
E
5
5
ω
-
H
O
V
H
M印
S
F
M
M
R
Z
H
0
0ロ
〉
2
0ロ
己
Z
F
同時・
ペ
呂
お
が
出
た
。
第
一
部
は
パ
チ
ョ
l
リ
の
人
と
な
り
と
彼
の
簿
記
書
に
つ
い
て
。
第
二
部
は
簿
記
書
の
現
代
語
訳
。
第
一
一
ハ
チ
ョ
1
リ
ほ
典
の
複
製
で
あ
る
。
原
典
の
複
製
は
肯
く
は
ゲ
イ
ス
ピ
l
グ
に
よ
り
、
さ
ら
に
は
西
川
孝
治
郎
教
授
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
ま
た
プ
ラ
ウ
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
。
第
二
部
に
お
い
て
は
「
第
三
十
七
章
元
帳
に
記
入
す
べ
き
事
項
」
を
独
ー
さ
せ
、
「
元
帳
転
記
の
例
解
」
を
か
か
げ
て
い
る
c
こ
れ
は
片
岡
訳
に
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
片
岡
教
授
は
「
増
一
訂
第
二
版
序
一
一
一
一
日
で
、
ブ
ラ
ウ
ン
-
ジ
ョ
ン
ソ
ン
に
ふ
れ
て
い
る
。
パ
チ
ョ
i
リ
簿
記
喜
は
三
十
六
章
よ
り
た
る
と
い
わ
れ
て
き
た
が
、
は
た
し
て
ブ
ラ
ウ
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
訳
の
よ
う
に
二
一
十
七
章
と
す
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
。
会
計
史
研
究
は
パ
チ
ョ
l
リ
を
省
み
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
が
こ
こ
に
新
し
い
訳
書
が
加
わ
っ
て
き
た
。
昭
和
三
十
九
年
。
こ
の
年
も
ま
た
わ
が
国
会
計
史
研
究
上
の
注
目
の
年
で
あ
る
。
泉
谷
勝
美
教
授
が
「
ト
ス
カ
ナ
地
方
の
歴
史
的
・
地
理
的
重
視
」
の
立
場
を
と
り
つ
つ
中
世
イ
タ
リ
ア
簿
記
史
の
分
析
を
進
め
て
ゆ
く
。
こ
の
集
大
成
と
し
て
『
中
世
イ
タ
リ
ア
簿
記
史
論
』
(
森
山
書
底
・
昭
和
三
九
年
)
が
出
る
。
本
書
の
構
成
c
序
章
本
書
の
課
題
と
内
容
、
第
一
章
中
世
イ
タ
リ
ア
簿
記
史
序
説
、
第
二
章
複
式
簿
記
の
起
源
、
第
三
章
ゼ
ノ
ヴ
ァ
商
業
と
市
政
庁
簿
記
、
第
四
章
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
簿
記
の
構
造
、
第
五
章
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
銀
行
業
の
経
理
問
題
、
第
六
章
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
毛
織
物
業
会
計
の
特
徴
、
第
八
章
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
に
お
け
る
仕
訳
帳
の
生
成
な
ど
か
ら
な
る
。
本
書
の
研
究
対
象
は
年
代
的
に
は
十
一
二
世
紀
か
ら
十
五
世
紀
で
、
地
域
は
イ
タ
リ
ア
、
と
く
に
北
イ
タ
リ
ア
で
あ
っ
た
。
こ
の
研
究
は
は
従
来
、
「
複
式
簿
記
生
成
・
発
展
史
」
と
名
づ
け
ら
れ
る
が
、
あ
え
て
「
中
世
イ
タ
リ
ア
簿
記
史
論
」
と
し
て
展
開
さ
れ
た
。
「
本
書
は
複
式
簿
記
の
生
成
過
程
を
簿
記
そ
れ
自
体
の
発
展
史
と
し
て
理
解
す
る
の
で
な
く
、
社
会
的
、
経
済
的
、
経
営
的
諸
問
題
と
の
つ
な
が
り
で
、
簿
記
の
果
し
た
歴
史
的
・
現
実
的
機
能
を
明
確
に
し
よ
う
」
泉
谷
教
授
の
方
法
論
。
と
、
着
実
に
史
料
的
実
証
を
行
な
っ
た
。
「
簿
記
史
に
関
す
る
研
究
は
大
雑
把
に
み
て
二
つ
の
方
面
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
、
複
式
簿
記
は
(
序
)
ど
の
よ
う
な
経
路
を
辿
っ
て
ど
の
よ
う
な
形
で
生
成
し
、
何
時
、
何
処
で
成
立
し
た
か
と
い
う
研
究
で
あ
り
、
他
は
簿
記
が
そ
の
生
成
の
過
程
で
ど
の
よ
う
な
機
能
を
果
た
し
て
き
た
か
、
ま
た
そ
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
会
計
実
践
が
な
さ
れ
た
か
、
そ
の
生
成
要
因
は
何
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
か
と
い
っ
た
機
能
的
発
展
に
つ
い
て
の
研
究
で
あ
る
」
(
序
章
・
一
頁
)
。
前
者
を
「
簿
記
の
形
式
的
発
展
の
問
題
」
と
し
、
後
者
を
「
実
質
的
な
歴
史
研
究
の
課
題
」
と
す
る
。
泉
谷
教
授
は
後
者
に
た
ち
、
こ
こ
に
簿
記
史
研
究
の
現
代
的
意
義
を
み
だ
さ
れ
る
。
方
法
の
特
殊
性
。
複
式
簿
記
の
も
つ
形
式
・
技
術
性
を
無
視
し
た
簿
記
史
研
究
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
「
複
式
簿
記
の
歴
史
を
簿
記
そ
れ
自
体
の
発
展
史
と
し
て
研
究
し
た
ば
あ
い
、
そ
の
基
盤
と
な
っ
た
社
会
的
・
経
済
的
・
経
営
的
特
殊
性
が
無
視
さ
れ
て
そ
の
研
究
が
超
歴
史
的
・
非
現
実
的
な
も
の
に
な
る
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
る
」
(
一
l
二
頁
)
0
本
書
は
簿
記
事
情
を
形
式
と
し
て
発
現
し
た
史
料
に
よ
〈
3
)
っ
て
検
討
し
て
ゆ
く
が
、
そ
こ
か
ら
機
能
的
展
開
を
問
題
と
さ
れ
る
。
「
本
書
で
は
簿
記
の
果
た
し
た
歴
史
的
・
現
実
的
機
能
と
い
っ
た
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
(
続
・
完
)
二
O
九
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
(
続
・
完
)
。
点
に
立
脚
し
て
、
一
三
世
紀
か
ら
一
五
世
紀
に
い
た
る
簿
記
史
事
情
を
資
料
に
よ
り
検
討
を
加
え
る
と
い
う
研
究
方
法
が
採
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
簿
記
の
技
術
的
な
処
理
法
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
の
も
と
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
」
(
二
頁
)
。
そ
こ
で
結
論
的
に
「
中
世
イ
タ
リ
ア
簿
記
は
特
定
個
人
の
発
明
に
よ
る
も
の
で
な
く
、
一一
t
四
世
紀
の
イ
タ
リ
ア
都
市
に
お
け
る
特
権
的
富
裕
商
人
の
営
業
会
計
の
な
か
で
、
商
人
の
利
益
に
奉
仕
す
る
も
の
と
し
て
漸
時
生
成
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
簿
記
は
生
成
の
当
初
か
ら
際
史
的
・
階
級
的
性
格
を
有
し
、
商
人
の
資
本
の
集
積
集
中
に
対
し
一
定
の
機
能
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
」
(
一
一
一
一
貫
)
と
さ
れ
る
。
会
計
史
の
方
法
論
に
よ
せ
て
。
泉
谷
教
授
は
方
法
論
に
二
大
潮
流
が
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
よ
る
べ
き
か
。
た
し
か
に
従
来
は
、
複
式
簿
記
の
技
術
的
体
系
化
過
程
を
あ
と
づ
け
や
も
の
と
し
て
多
く
諭
ぜ
ら
れ
て
き
た
。
泉
谷
論
理
に
対
す
る
も
の
と
し
て
、
江
村
教
援
の
論
理
が
あ
る
。
江
村
教
授
は
泉
谷
教
援
の
ム
下
去
さ
れ
る
よ
う
な
論
理
に
一
応
の
賛
意
を
示
さ
れ
る
が
、
4ゴ
カミ
か
く
の
如
き
社
会
日
経
済
的
背
景
と
の
対
応
関
連
の
上
に
会
計
史
を
科
学
的
に
研
空
す
る
こ
と
に
急
な
る
の
余
り
、
会
計
が
担
っ
て
い
る
諸
制
約
を
見
失
う
に
至
る
と
き
、
会
計
史
研
究
は
社
会
日
経
済
発
達
史
の
う
ち
に
包
摂
せ
し
め
ら
れ
、
少
く
と
も
会
計
ゅ
ん
の
研
究
と
し
て
は
非
科
学
的
な
(
4〉
も
の
に
転
化
す
る
危
険
を
包
蔵
す
る
も
の
と
言
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
る
。
会
計
史
の
基
本
的
性
格
に
関
す
る
深
酷
な
問
題
提
起
で
あ
る
が
、
会
計
現
象
の
歴
史
的
把
握
の
姿
勢
に
も
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
会
計
U
会
計
現
象
は
複
式
簿
記
と
い
う
計
算
機
構
を
通
じ
て
発
現
し
、
認
識
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
計
算
機
構
の
生
成
過
程
、
あ
る
い
は
未
完
成
過
程
と
体
系
化
史
が
い
う
と
こ
ろ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
も
、
そ
れ
な
り
き
の
機
能
は
果
し
た
し
、
役
割
を
も
っ
て
い
た
。
逆
に
そ
こ
に
あ
る
技
術
が
政
策
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
会
計
現
象
を
規
定
し
て
い
た
。
会
計
現
象
を
問
題
と
す
る
か
ぎ
り
、
経
済
史
に
会
計
史
は
解
消
す
る
も
の
で
な
く
独
自
の
存
在
意
識
と
領
域
が
あ
る
。
極
め
て
技
術
的
な
も
の
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
き
て
い
る
。
起
源
論
に
つ
い
て
。
泉
谷
教
授
は
「
中
世
ト
ス
カ
l
ナ
説
」
を
と
る
。
教
授
は
複
式
簿
記
の
概
念
規
定
を
直
接
に
問
題
と
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
す
な
わ
ち
今
日
的
意
義
の
複
式
寧
記
概
念
で
、
史
料
を
処
理
す
る
こ
と
な
く
、
完
成
に
い
た
る
質
を
み
よ
う
と
し
た
。
こ
こ
に
管
理
機
能
を
み
だ
さ
れ
よ
う
と
す
る
。
「
中
世
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
複
式
簿
記
生
成
の
問
題
は
主
と
し
て
営
業
会
計
の
う
ち
に
存
在
す
る
L
カL
「
複
式
簿
記
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
は
、
日
常
の
営
業
活
動
に
お
け
る
自
働
的
管
理
・
統
制
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
決
算
会
計
は
一
応
別
個
の
問
題
で
あ
る
」
(
五
七
頁
)
と
結
ぶ
。
こ
れ
は
形
式
的
に
み
る
と
き
、
必
ず
し
も
丁
字
型
的
勘
定
形
式
を
と
る
必
要
は
認
め
ら
れ
な
い
。泉
谷
教
授
は
カ
ス
テ
ラ
ニ
教
授
の
示
す
史
料
よ
り
判
断
し
、
「
帳
簿
は
二
二
世
紀
ま
で
の
ト
ス
カ
!
ナ
で
は
、
例
外
な
く
上
下
連
続
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
形
式
で
、
左
右
対
照
形
式
は
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
L
(
八
O
頁
)
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
こ
に
起
源
を
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
根
処
は
「
勘
定
が
上
下
連
続
形
式
で
あ
る
か
左
右
対
照
形
式
で
あ
る
か
は
複
式
簿
記
に
と
っ
て
決
定
的
要
素
で
は
な
い
」
〈
一
一
一
頁
)
か
ら
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
複
式
簿
記
の
起
源
を
ゼ
ノ
ヴ
ァ
に
求
め
る
か
フ
ィ
レ
ソ
ヴ
ヰ
に
求
め
る
か
v
ど
い
っ
た
議
論
は
簿
記
史
に
と
っ
て
そ
れ
ほ
ど
重
要
で
な
い
L
(
五
五
頁
)
と
も
い
わ
れ
る
。
北
イ
タ
リ
ア
の
三
都
市
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条
件
に
応
じ
て
、
そ
れ
に
適
合
的
な
複
式
偉
記
法
を
形
成
し
て
い
る
c
そ
の
具
体
的
存
在
を
把
握
し
、
機
能
を
分
析
し
よ
う
と
し
た
。
泉
谷
教
授
は
、
中
世
、
す
な
わ
ち
二
二
世
紀
か
ら
一
五
世
紀
の
筒
欧
イ
タ
リ
ア
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
簿
記
問
題
を
論
ぜ
ら
れ
た
。
こ
れ
が
三
都
市
の
簿
記
の
具
体
的
存
在
日
機
能
形
態
の
分
析
で
あ
っ
た
。
し
か
し
今
日
全
世
界
的
に
み
て
ヴ
ェ
ネ
チ
ァ
簿
記
に
代
表
さ
れ
る
イ
タ
リ
ア
式
簿
記
が
一
般
化
し
て
い
る
。
教
授
は
三
地
域
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
同
時
併
行
的
存
在
を
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
な
ぜ
ヴ
ヱ
ネ
チ
ェ
ア
式
簿
記
を
中
心
と
し
た
発
展
と
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
と
の
方
向
が
一
つ
の
問
題
で
あ
る
と
同
時
に
、
複
式
簿
〈
5
〉
記
史
に
お
け
る
中
世
イ
タ
リ
ア
を
世
界
史
的
展
開
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
位
置
づ
け
る
こ
と
も
ま
た
重
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
イ
タ
リ
ア
人
の
研
究
に
上
っ
て
、
新
史
料
を
分
析
し
た
「
方
法
論
的
に
も
新
分
野
の
開
拓
を
め
ざ
す
異
色
ゐ
る
労
作
」
(
藤
田
敬
一
二
)
で
あ
る
。
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
(
続
・
完
)
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
(
続
・
完
)
一一
わ
が
国
に
お
け
る
会
計
史
研
究
の
先
駆
者
で
あ
る
岡
田
誠
一
教
授
の
、
永
年
の
研
究
が
、
九
年
)
と
し
て
集
大
成
さ
れ
た
。
(
中
央
経
済
社
・
昭
和
三
十
「
本
書
に
収
む
る
二
十
三
篇
は
過
去
四
十
余
年
に
わ
た
っ
て
雑
誌
『
会
計
』
そ
の
他
で
発
表
し
た
拙
文
『
簿
記
会
計
論
攻
』
の
中
か
ら
、
一
般
に
ら
/
く
顧
み
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
な
問
題
に
関
す
る
も
の
を
撰
び
、
北
ハ
れ
も
研
究
の
資
料
と
し
て
幾
分
で
も
役
立
ち
そ
う
な
も
の
に
限
っ
た
も
の
で
あ
る
」
(
前
言
)
と
い
う
。
こ
れ
ら
は
主
と
し
て
大
E
年
聞
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
が
、
大
正
六
年
発
表
(
6
)
 
の
「
将
棋
盤
式
簿
記
法
」
(
木
卒
第
一
二
一
章
)
は
行
列
簿
記
に
つ
い
て
の
わ
が
国
最
初
の
論
文
で
あ
る
。
ま
た
「
ル
イ
十
四
世
商
業
条
例
中
商
業
簿
記
に
関
す
る
条
文
」
(
一
一
一
一
一
章
)
の
訳
出
が
あ
る
な
ど
、
今
日
谷
易
に
入
手
し
え
な
い
貴
重
な
資
料
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
c
今
円
、
複
式
簿
記
木
監
論
は
新
し
い
艮
開
を
し
て
い
る
。
本
主
一
日
に
収
め
ら
れ
た
将
棋
盤
式
簿
記
法
、
カ
メ
ラ
ル
簿
一
記
(
一
四
章
)
、
ア
メ
リ
カ
式
簿
記
法
に
就
て
こ
六
章
)
、
露
西
亜
式
簿
記
法
梗
概
(
二
O
章)、
ス
タ
ト
モ
グ
ラ
フ
ィ
ャ
3
5
Z
E
o
m
E出
向
)
梗
概
(
一
一
一
一
古
E
l
-
-
均
衡
式
簿
記
法
で
四
記
式
簿
記
で
あ
る
、
三
記
式
簿
記
法
(
ロ
ジ
ス
モ
グ
ラ
フ
ィ
ヤ
)
梗
概
(
二
三
き
な
ど
は
本
質
論
研
究
に
大
き
な
一
不
駿
を
あ
た
え
る
。
将
棋
盤
式
簿
記
法
は
行
列
簿
記
と
し
て
勘
定
簿
記
と
は
別
の
系
譜
が
え
が
か
れ
る
と
し
て
、
古
同
寺
貞
男
「
行
列
簿
記
小
史
」
(
『
経
済
論
叢
』
・
京
大
・
第
百
巻
第
二
号
昭
和
四
十
二
年
八
月
号
)
が
あ
る
。
簿
記
表
示
の
方
法
は
手
記
式
静
記
か
ら
機
械
簿
記
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
導
入
に
よ
っ
て
大
き
く
転
換
し
よ
う
と
し
て
い
る
今
日
、
さ
ら
に
「
勘
定
簿
記
か
ら
行
列
符
記
へ
」
と
す
る
重
大
な
問
題
提
趨
と
な
る
。
こ
れ
が
高
寺
ー
い
ハ
男
『
簿
一
両
の
一
般
理
論
』
(
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
害
一
男
・
昭
和
四
十
二
年
)
と
な
る
。
昭
和
一
一
一
十
九
年
末
に
小
島
男
佐
夫
著
『
簿
記
史
論
考
』
(
森
山
書
庖
)
が
出
版
さ
れ
た
。
昭
和
三
十
六
年
の
第
一
書
『
複
式
簿
記
発
生
史
の
研
究
』
に
続
く
も
の
で
あ
る
が
、
本
書
は
十
掌
上
り
な
る
の
も
で
あ
る
。
本
書
は
、
山
前
書
で
と
り
あ
げ
た
中
世
い
紀
お
よ
び
近
世
初
一
泊
の
商
人
の
活
動
の
あ
と
を
旅
行
記
風
に
ま
と
め
、
彼
等
の
会
計
帳
簿
を
直
接
に
検
討
し
た
、
川
叫
諸
外
国
の
簿
記
史
研
究
者
に
会
い
、
討
論
し
た
結
果
を
ま
と
め
た
、
同
「
複
式
簿
記
近
代
化
過
程
」
の
分
析
の
方
向
を
一
ボ
し
、
十
七
八
世
紀
分
折
へ
の
指
向
を
な
し
た
G
本
書
の
構
成
。
第
一
章
米
国
の
簿
記
史
家
|
|
デ
ュ
・
ル
l
ヴ
ァ
お
よ
び
ベ
ラ
ガ
ロ
に
つ
い
て
。
本
書
で
は
小
島
教
授
と
デ
ュ
・
ル
ー
ヴ
ァ
と
の
討
論
の
問
題
点
を
一
五
項
目
に
ま
と
め
℃
い
る
が
、
今
日
の
会
計
史
学
の
問
題
点
を
も
う
ち
し
て
い
る
。
そ
の
間
通
点
の
二
、
三
に
つ
い
て
み
よ
う
。
勘
定
形
式
は
便
宜
的
性
格
か
、
本
質
的
性
格
か
と
い
う
問
題
。
小
島
教
授
は
「
勘
定
の
組
織
的
体
系
を
構
成
す
る
に
は
、
貸
借
左
右
対
照
的
な
勘
定
形
式
の
形
成
が
必
要
で
あ
る
」
(
一
二
頁
)
と
さ
れ
る
が
、
デ
ュ
・
ル
i
ヴ
ァ
は
「
貸
借
左
右
対
照
的
な
形
式
と
複
式
簿
記
と
は
同
一
意
義
で
は
な
い
」
(
一
二
頁
)
と
す
る
。
「
複
式
簿
記
の
起
源
を
中
心
と
し
て
、
ヂ
ェ
ノ
ア
、
ヴ
ェ
ニ
ス
お
よ
び
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
の
三
都
市
聞
に
、
何
等
か
の
関
連
を
見
出
し
得
な
い
だ
ろ
う
か
」
(
一
三
頁
〉
。
デ
ュ
・
ル
1
ヴ
ァ
は
っ
こ
れ
ら
三
都
市
は
複
式
簿
記
の
発
生
に
関
し
て
は
、
全
く
相
互
依
存
関
係
は
な
い
」
(
二
ニ
頁
)
と
い
う
。
発
生
史
研
究
に
お
い
て
都
市
の
性
格
と
簿
記
形
態
の
関
連
分
析
は
重
要
な
問
題
点
を
な
し
て
い
る
。
発
生
史
の
論
理
と
し
て
黒
沢
清
教
授
の
論
文
が
あ
る
が
、
一
一
一
二
年
の
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
の
帳
簿
、
一
三
四
O
年
の
ヂ
ヱ
ノ
ア
の
帳
簿
、
一
五
世
紀
初
頭
の
ヴ
ェ
ニ
ス
の
帳
簿
へ
と
累
積
的
展
開
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
が
複
式
簿
記
と
し
て
展
開
す
る
と
い
う
考
え
方
が
泉
谷
論
理
で
も
あ
り
、
デ
ュ
・
ル
|
ヴ
ァ
の
考
え
で
あ
る
。
「
一
般
通
説
で
は
、
複
式
簿
記
の
使
用
は
、
ヂ
ェ
ノ
ア
が
最
初
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
で
は
複
式
簿
記
を
ヴ
工
ニ
ス
式
簿
記
と
名
付
け
て
、
ヂ
ェ
ノ
ア
式
と
は
呼
ば
な
か
っ
た
の
は
、
如
何
な
る
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
」
(
一
一
一
一
頁
)
。
経
済
上
の
優
越
性
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
複
式
簿
記
の
最
も
本
質
的
な
原
理
は
何
で
あ
る
か
(
一
四
頁
)
。
「
複
式
簿
記
の
形
式
的
原
理
と
し
て
は
『
検
証
作
用
』
を
、
そ
の
内
容
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
(
続
・
完
)
一
一
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
(
続
・
完
)
四
面
、
す
な
わ
ち
記
録
計
算
対
象
か
ら
み
た
場
合
は
、
価
値
計
算
に
あ
る
と
忠
わ
れ
る
が
、
〔
デ
ュ
・
ル
I
ヴ
ァ
〕
教
授
の
見
解
は
如
何
で
あ
(
7
)
 
る
か
L
。
デ
ュ
・
ル
l
ヴ
ァ
は
検
証
作
用
と
損
益
計
算
の
一
一
つ
の
機
能
が
、
複
式
簿
記
で
は
結
合
し
て
い
る
と
い
う
。
第
二
章
米
国
商
人
の
会
計
帳
簿
ー
1
l
サ
ブ
・
タ
イ
ト
ル
に
「
米
国
簿
記
史
研
究
序
説
」
と
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
会
計
史
は
パ
ク
ス
タ
!
の
研
究
が
あ
る
が
、
本
格
的
研
究
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
わ
が
国
で
は
山
口
孝
教
授
、
田
村
光
二
一
講
師
に
よ
っ
て
分
析
が
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。ア
メ
リ
カ
会
計
史
は
十
九
世
紀
末
よ
り
二
十
世
紀
に
か
け
て
脚
光
を
あ
び
て
く
る
。
世
界
史
的
地
位
づ
け
は
こ
こ
を
問
題
と
す
る
こ
と
で
な
し
と
げ
ら
れ
る
。
そ
の
先
行
段
階
を
ど
の
よ
う
に
取
扱
う
べ
き
か
が
聞
は
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
小
島
教
授
の
研
究
か
ら
示
唆
を
多
く
う
け
る
。
第
三
章
英
国
の
簿
記
史
家
i
l
B
・
s-
ヤ
l
メ
イ
と
P
・
カ
ヅ
ツ
に
つ
い
て
。
P
-
カ
ッ
ツ
は
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
不
幸
な
会
計
史
家
で
あ
る
が
、
複
式
簿
記
の
起
源
論
で
は
ロ
I
マ
起
源
説
の
立
場
を
と
る
学
者
で
あ
っ
た
。
ヤ
i
メ
イ
は
主
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
十
六
世
紀
以
降
に
お
け
る
複
式
簿
記
の
発
展
の
研
究
を
し
て
い
る
。
と
く
に
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
分
椋
を
、
会
計
帳
簿
を
史
料
と
し
て
行
う
。
簿
記
史
に
そ
く
し
て
い
え
ば
複
式
簿
記
の
近
代
化
過
程
の
問
題
で
あ
る
。
「
ゾ
ン
パ
ル
ト
の
提
唱
以
来
、
多
く
の
人
々
が
資
本
家
的
企
業
の
発
展
と
複
式
簿
記
と
の
必
然
的
関
連
を
強
調
し
来
っ
て
い
る
一
般
的
風
潮
に
対
し
、
彼
〔
ヤ
1
メ
イ
〕
は
否
定
的
見
解
を
示
し
て
い
る
」
(
五
一
一
3
0
十
七
・
八
世
紀
分
析
は
ヤ
i
メ
イ
の
研
究
を
問
題
と
す
る
必
要
が
あ
4
0
。第
四
章
英
国
商
人
の
会
計
帳
簿
l
l副
題
に
一
一
七
世
紀
英
国
簿
記
史
の
一
斑
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
示
さ
れ
た
も
の
は
ヤ
l
メ
イ
の
十
七
・
八
世
紀
の
研
冗
に
用
い
た
史
料
で
あ
る
。
ヤ
i
メ
イ
は
こ
れ
は
十
七
・
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
を
代
表
す
る
か
ど
う
か
閣
わ
れ
、
簿
記
書
の
水
準
と
実
践
と
の
聞
に
は
へ
だ
た
り
が
あ
る
と
い
う
紹
介
を
す
る
。
第
五
章
ネ
ザ
i
ラ
ン
ド
の
簿
記
史
家
、
(
|
0
・
テ
ン
・
ハ
i
ヴ
ェ
に
つ
い
て
。
ネ
ザ
1
ラ
ン
ド
は
シ
モ
γ
・
ス
テ
ヒ
ン
(ω
一目。ロ
ω
g
i
g
を
生
み
、
期
間
計
算
を
問
題
と
さ
せ
た
国
で
あ
る
。
0
・
テ
ン
・
ハ
!
ヴ
ェ
は
オ
ラ
ン
ダ
の
十
七
・
八
世
紀
分
訴
に
く
わ
し
ぃ
。
複
式
簿
記
の
発
達
史
に
お
け
る
オ
ラ
ソ
ダ
の
地
位
を
い
か
に
考
え
る
か
は
重
要
な
問
題
で
あ
る
が
、
近
代
史
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
と
オ
ラ
ン
ダ
と
の
関
係
、
イ
ギ
リ
ス
と
オ
ラ
ン
ダ
の
簿
記
発
達
史
の
う
え
で
の
関
連
の
問
題
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
(
九
O
頁
)
0
「
一
般
資
本
金
勘
定
、
一
般
商
品
勘
定
、
売
掛
金
勘
定
、
買
掛
金
勘
定
な
ど
の
出
現
は
『
近
代
化
』
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
る
。
こ
れ
ら
は
殆
ん
ど
同
時
に
出
現
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
株
式
会
社
の
萌
芽
の
形
成
が
基
礎
に
占
め
る
。
要
な
問
題
で
あ
る
が
、
小
島
教
授
の
指
摘
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
」
。
『
近
代
化
過
程
』
の
重
第
六
章
ネ
ザ
l
ラ
ン
ド
の
商
人
と
会
計
帳
簿
。
第
七
章
伊
太
利
北
方
諸
都
市
と
会
計
帳
簿
1
i
ミ
ラ
ノ
、
ヂ
ヱ
ノ
ア
、
ヴ
ェ
ニ
ス
な
ど
の
街
と
ヴ
ェ
ニ
ス
商
人
ア
ン
ド
レ
ア
・
バ
ル
パ
リ
ゴ
と
ソ
ラ
ン
ツ
オ
兄
弟
商
会
の
帳
簿
の
紹
介
。
伊
太
刊
の
簿
記
史
家
!
!
i
メ
リ
ス
に
つ
い
て
。
複
式
簿
記
法
の
利
用
と
み
な
す
、
複
式
簿
記
ヂ
ェ
ノ
ア
起
源
説
に
対
し
て
、
彼
は
そ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
古
く
遡
っ
て
、
早
く
も
十
三
世
紀
第
八
章
「
従
来
、
一
三
四
O
年
の
ヂ
ェ
ノ
ア
財
務
庁
の
帳
簿
を
も
っ
て
世
界
最
初
の
末
の
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
地
方
に
複
式
侍
記
の
起
源
を
見
出
そ
う
と
す
る
」
(
一
六
九
頁
)
。
イ
タ
リ
ア
の
経
済
史
家
・
会
計
史
家
に
よ
る
実
証
的
分
訴
は
起
源
論
研
究
に
新
し
い
問
題
を
提
起
す
る
が
、
そ
の
先
頭
に
メ
リ
ス
が
た
つ
。
メ
リ
ス
は
さ
ら
に
プ
ラ
ト
l
の
ダ
テ
ィ
ニ
商
会
の
経
営
史
的
分
訴
を
精
力
的
に
進
め
て
い
る
。
第
九
章
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
の
会
計
帳
簿
。
史
上
最
古
の
複
式
簿
記
史
料
と
い
わ
れ
る
二
一
一
一
年
帳
簿
、
フ
ィ
ニ
ィ
お
よ
び
ブ
ァ
ロ
ル
フ
ィ
の
帳
簿
、
デ
ル
・
ベ
ネ
商
会
の
帳
簿
、
メ
デ
イ
チ
イ
毛
織
物
業
組
合
の
帳
簿
を
紹
介
す
る
。
第
一
O
章
は
「
パ
チ
ョ
l
リ
と
ダ
テ
ィ
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
〈
続
・
完
)
二
一
五
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
(
続
・
完
)
一
一
一
六
ニ
」
で
あ
る
。
本
書
の
構
成
を
み
る
と
、
簿
記
H
会
計
発
達
史
の
逆
の
順
序
で
叙
述
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
書
は
発
達
史
の
通
史
を
と
く
も
の
で
は
な
く
、
史
論
の
吟
味
で
も
あ
る
し
、
ま
た
教
授
の
な
さ
れ
た
旅
行
の
道
順
か
ら
も
肯
ず
つ
け
る
。
小
島
教
授
の
欧
米
会
計
史
家
と
の
討
論
に
お
い
て
、
今
日
の
問
題
点
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
が
、
デ
ュ
・
ル
!
ヴ
ァ
l
、
ベ
ラ
ガ
戸
、
メ
リ
ス
は
十
四
・
五
世
紀
の
イ
タ
リ
ア
研
究
、
ヤ
l
メ
イ
、
ハ
i
ヴ
ェ
は
十
七
・
八
世
紀
研
究
に
重
点
の
あ
る
こ
と
を
知
る
。
十
七
・
八
世
紀
研
究
は
今
後
の
重
要
な
問
題
点
℃
あ
る
。
小
島
教
授
の
著
書
を
も
っ
て
「
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
」
の
現
在
的
状
況
を
概
観
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
会
計
史
研
究
は
着
実
に
発
展
し
て
い
る
。
(
1
)
池
稿
(
書
評
)
「
小
島
男
佐
夫
著
・
複
式
簿
記
発
生
史
の
研
究
」
『
会
計
』
第
七
十
九
巻
第
五
号
・
昭
和
二
一
十
六
年
五
月
号
二
一
六
頁
〈2
〉
井
上
清
講
師
は
原
史
料
に
も
と
づ
く
実
証
的
研
究
を
進
め
ら
れ
、
す
で
に
「
一
一
二
三
平
の
会
計
史
料
を
見
て
」
司
会
計
』
第
九
十
一
巻
第
二
号
(
昭
和
四
十
二
年
二
月
号
)
、
「
一
三
四
O
年
の
絹
糸
勘
定
を
見
て
」
『
会
計
』
第
九
十
一
巻
第
六
号
(
昭
和
四
十
二
年
六
月
号
)
を
発
表
し
て
い
る
。
中
世
イ
タ
リ
ア
の
複
式
簿
記
形
成
史
が
精
密
化
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
(
3
)
拙
稿
〈
書
評
)
「
泉
谷
勝
美
著
『
中
世
イ
夕
刊
ソ
ア
簿
記
史
論
』
に
よ
せ
て
し
『
会
計
』
第
八
十
六
巻
第
二
万
・
昭
和
三
十
九
年
七
月
号
一
頁
〈4
)
江
村
稔
『
複
式
簿
記
生
成
発
達
史
論
』
(
昭
和
二
八
年
)
三
六
九
頁
(
5
)
拙
稿
(
書
評
)
前
掲
論
稿
一
回
二
頁
〈6
)
『
同
寺
貞
男
『
簿
-
記
の
一
般
理
論
』
(
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
畜
房
・
昭
和
四
二
年
)
賀
行
列
簿
記
一
七
六
|
七
頁
(
7
)
拙
稿
(
書
評
)
「
小
島
田
刀
佐
夫
著
『
簿
記
史
論
考
』
に
よ
せ
て
」
『
会
計
』
第
八
十
七
巻
第
六
号
・
昭
和
四
十
年
六
月
号
(
8
)
拙
稿
(
書
評
)
前
崎
論
稿
一
七
三
頁
一
七
一
I
t
-
-
二
頁
参
照
七
一
九
六
0
年
代
後
半
の
研
究
1
1
会
計
史
研
究
の
総
括
と
展
開
E
l
|
以
上
、
会
計
史
学
の
問
題
点
を
歴
史
酌
に
み
て
き
た
が
、
〈
十
五
世
紀
〉
、
八
十
七
世
紀
〉
、
八
十
九
世
紀
〉
に
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
的
課
題
が
あ
り
、
実
践
家
も
学
者
も
そ
れ
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
従
来
「
会
計
史
」
と
い
え
ば
複
式
簿
記
史
で
あ
り
、
そ
の
発
生
史
的
研
究
が
中
心
で
あ
っ
た
。
「
十
五
世
紀
L
中
心
に
展
開
さ
れ
て
い
た
。
第
二
次
大
戦
の
敗
戦
は
学
問
の
白
山
を
よ
み
、
が
え
ら
せ
た
。
と
く
に
マ
ル
ク
ス
学
の
復
興
は
社
会
科
学
の
厚
み
を
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
な
か
で
会
計
史
の
問
題
点
が
「
十
九
世
紀
L
一
ι移
っ
て
き
た
。
「
現
代
は
ひ
と
り
び
と
り
の
歴
史
研
究
者
が
学
界
に
お
け
る
い
わ
ば
伝
統
化
せ
ら
れ
た
研
究
課
題
に
拘
束
せ
ら
れ
る
こ
と
な
し
に
、
各
自
の
生
活
経
験
と
問
題
意
識
に
応
じ
て
研
究
課
題
を
新
し
く
発
見
す
る
よ
う
努
力
す
べ
き
時
」
(
『
歴
史
学
序
説
し
・
大
明
堂
昭
四
二
)
と
上
原
専
禄
教
授
は
い
わ
れ
る
。
新
し
い
研
究
課
題
は
複
式
簿
記
史
そ
の
も
の
を
深
め
る
方
向
と
と
も
に
「
会
計
史
し
を
樹
立
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
新
し
い
問
題
は
ご
十
陀
紀
と
い
う
規
定
の
う
ち
に
二
度
の
大
戦
を
経
験
し
て
、
現
代
の
燈
史
的
世
界
像
自
体
が
激
変
し
た
な
か
に
形
成
さ
れ
る
。
こ
れ
は
歴
史
学
は
も
と
よ
り
、
会
計
学
で
も
同
じ
で
あ
る
。
「
十
九
世
紀
」
は
A
・
c-
リ
ト
ル
ト
ン
に
よ
っ
て
ま
ず
問
題
と
さ
れ
る
。
ま
た
工
業
会
計
・
原
価
計
算
史
で
問
題
と
さ
れ
て
き
た
が
、
〈
会
計
日
十
九
世
紀
γ
を
会
計
史
の
な
か
に
ど
の
よ
う
に
地
位
づ
け
る
べ
き
か
。
こ
れ
が
今
日
の
重
大
問
題
点
で
あ
る
と
同
時
に
、
実
践
課
題
で
も
あ
る
。
「
十
九
世
紀
一
の
担
い
手
は
イ
ギ
ワ
ス
で
あ
る
。
こ
こ
で
近
代
日
資
本
主
義
は
自
生
的
展
開
す
る
。
十
八
位
紀
末
よ
り
他
国
に
き
き
が
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
(
続
・
完
)
七
会
計
史
学
の
生
肢
と
発
達
(
続
・
0
3
!¥ 
け
て
産
業
革
命
を
推
行
し
、
ま
ず
繊
維
工
業
を
世
界
の
工
場
と
し
た
。
産
業
革
命
は
工
場
制
工
業
を
形
成
す
る
。
こ
れ
に
は
「
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
度
化
し
が
と
も
な
う
。
こ
こ
に
ま
た
資
本
の
調
達
・
運
用
の
経
営
財
務
の
問
題
や
、
そ
の
基
底
と
な
る
企
業
形
態
U
株
式
会
社
制
度
の
問
題
が
登
場
す
る
。
資
木
に
対
し
て
賃
労
働
H
労
働
者
階
級
の
問
題
が
で
て
く
る
c
こ
の
枠
組
の
な
か
で
資
本
主
義
の
会
計
問
遍
が
形
成
き
れ
て
く
る
Q
こ
の
よ
う
な
関
係
は
イ
ギ
リ
ス
の
『
虚
業
資
本
主
義
段
階
に
形
成
さ
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
ド
イ
ツ
・
ア
メ
リ
カ
の
独
占
資
本
主
義
段
階
で
あ
る
か
c
こ
れ
が
「
十
九
位
紀
」
の
把
握
の
仕
方
に
重
大
な
影
響
を
も
っ
て
く
る
。
十
九
世
紀
会
計
史
は
工
業
会
計
H
原
価
計
算
史
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
の
白
井
佐
敏
教
授
の
研
究
を
は
じ
め
、
敷
田
礼
二
、
辻
厚
生
、
園
司
必
l
コ
一
郎
の
諸
教
授
に
よ
っ
て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
戦
前
に
お
い
て
は
木
村
和
三
郎
教
授
の
研
究
が
あ
る
。
こ
れ
を
改
め
て
減
価
償
却
制
度
と
の
関
連
で
と
り
あ
げ
、
企
業
金
融
問
題
と
し
て
把
握
す
る
。
こ
の
は
か
に
「
十
九
位
紀
」
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
と
は
云
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
減
価
償
却
史
は
リ
ト
ル
ト
ン
が
先
聴
を
つ
け
た
が
、
木
村
和
三
郎
教
授
、
馬
場
克
三
教
授
に
よ
る
戦
前
の
研
究
が
あ
る
。
戦
後
に
宮
上
一
男
教
授
「
工
業
会
計
制
度
の
研
究
」
(
山
川
出
版
社
・
昭
和
二
十
七
年
)
と
な
り
、
中
村
万
次
『
減
価
償
却
政
策
』
(
中
央
経
済
社
・
昭
和
三
五
年
)
、
神
田
忠
雄
、
稲
垣
富
士
男
、
成
田
修
身
の
詰
教
授
に
よ
る
新
展
開
と
な
る
。
稲
垣
教
授
は
「
減
価
償
却
に
関
す
る
一
考
察
」
(
太
田
哲
三
博
士
古
稀
記
念
論
文
朱
・
昭
和
三
一
十
玄
年
)
を
発
表
し
、
近
代
的
償
却
観
の
確
立
事
情
を
分
析
し
、
費
用
配
分
論
を
再
検
討
す
る
。
減
価
償
却
出
入
は
、
そ
の
形
成
問
題
に
中
心
が
あ
る
。
産
業
革
命
は
資
本
の
有
機
的
U
技
術
的
構
成
を
高
度
化
さ
位
る
。
こ
の
な
か
に
減
価
償
却
が
形
成
さ
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
産
業
革
命
と
減
価
償
却
と
の
関
連
に
は
若
干
の
時
間
的
ず
れ
が
あ
る
と
い
う
見
解
が
批
判
会
計
学
派
で
支
配
的
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
制
度
化
が
問
題
で
あ
り
、
独
占
段
階
に
成
立
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
乙
の
よ
う
な
見
解
に
た
い
し
て
、
犬
河
内
暁
男
教
授
が
「
産
業
革
命
期
イ
ギ
リ
ス
の
工
業
に
お
け
る
固
定
資
本
概
念
」
(
『
経
営
史
学
』
第
一J
巻
第
二
号
・
一
九
六
六
年
)
、
「
イ
ギ
リ
ス
工
鉱
業
に
お
け
る
作
業
場
お
よ
び
土
地
の
賃
貸
借
制
度
の
展
開
と
そ
の
意
義
」
(
『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
十
七
巻
四
号
・
第
十
八
巻
一
口
万
・
第
十
八
巻
三
号
・
昭
和
一
二
十
九
年
)
で
疑
問
を
な
げ
か
け
て
い
る
。
固
定
資
本
概
念
の
成
立
と
減
価
償
却
実
践
の
確
立
を
同
義
的
に
把
握
さ
れ
、
こ
れ
が
産
業
革
命
か
ら
五
O
年
も
お
く
れ
た
こ
と
に
対
す
る
疑
問
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
極
め
て
技
術
的
U
会
計
的
認
識
の
問
題
で
あ
っ
て
、
資
本
循
環
に
お
け
る
財
務
的
圧
力
の
問
題
で
も
あ
ろ
う
。
大
河
内
教
授
は
、
賃
借
制
経
笛
が
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
発
達
史
の
う
え
で
特
色
あ
る
役
割
り
を
も
つ
こ
と
を
論
証
さ
れ
、
こ
こ
か
ら
回
定
資
本
H
固
定
資
産
概
念
、
が
出
℃
こ
な
い
と
い
う
経
過
を
説
明
さ
れ
る
。
さ
ら
に
独
占
段
階
に
お
け
る
形
成
は
お
そ
す
、
ぎ
る
と
批
判
さ
れ
て
い
る
ω
「
賃
借
制
経
蛍
」
の
会
計
問
題
は
従
来
全
く
手
が
け
ら
れ
た
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
十
九
世
紀
は
同
定
資
産
会
計
史
と
し
て
も
把
握
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
河
町
宮
司
印
可
・
回
ユ
広
明
、
H
d
o
oユ岡山口
ω口門円相
g
z
t
oロ
。同
Z
Z
2
0
0ロ
-
F
I
C
O
P
E
3
1
P自
己
〉
の
の
Oロ
E
E
m
w
回口四日ロ
g
印
国
山
田
け
Q
H
a
M
「
問
。
1
0
戸
ぐ
C
H
・
凶
「
印
℃
ユ
ロ
m
-
H
c
g
が
あ
る
。
十
九
世
紀
の
イ
ギ
リ
λ
と
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
固
定
資
産
の
会
計
処
理
法
に
つ
い
℃
、
内
部
経
済
安
因
と
外
部
経
済
強
制
関
係
の
相
互
作
用
と
し
て
規
定
さ
れ
る
と
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
固
定
資
産
会
計
が
ま
、
ず
株
式
会
社
の
鉄
道
業
に
お
い
て
、
私
企
業
よ
り
も
は
や
く
問
題
に
な
っ
た
と
す
る
。
公
証
事
業
左
私
企
業
、
鉄
道
業
と
生
産
業
の
関
係
が
、
企
業
形
態
H
株
式
会
社
制
度
と
の
関
係
で
規
定
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
同
定
資
産
会
計
を
独
占
の
株
式
会
社
会
計
と
し
て
把
握
す
る
と
こ
ろ
に
八
近
代
会
計
〉
は
出
発
す
る
。
こ
こ
で
山
口
孝
、
青
柳
文
司
、
田
村
光
三
教
授
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
会
計
史
研
究
の
地
位
づ
け
が
問
題
と
し
て
加
わ
っ
て
く
る
。
「
近
代
会
計
」
の
理
解
を
め
ぐ
っ
て
合
計
学
が
構
成
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
陥
和
二
十
四
・
五
年
頃
か
ら
の
『
企
業
会
計
原
則
』
の
問
題
で
も
あ
り
、
動
態
論
的
会
計
思
考
の
深
ま
り
と
と
も
に
今
日
の
問
題
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
に
お
い
て
、
第
二
次
大
戦
中
も
暗
き
谷
間
の
せ
め
て
も
の
灯
と
し
て
続
け
ら
れ
た
会
計
史
研
究
が
、
複
式
簿
記
生
成
史
の
ほ
か
に
、
近
代
会
計
成
立
史
あ
る
い
は
発
展
史
を
会
計
史
学
の
生
成
と
発
注
(
統
・
完
)
九
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
(
続
・
完
)
二
二
O
問
題
と
し
て
き
て
い
る
。
動
態
品
会
計
成
立
史
が
近
代
会
計
形
成
史
で
も
ム
沿
っ
た
。
近
代
会
計
生
成
史
は
独
占
段
帯
以
降
の
閣
題
と
考
え
て
よ
い
か
。
言
葉
の
厳
密
な
意
味
で
、
会
計
史
を
問
題
と
す
る
か
ぎ
り
十
九
世
紀
の
独
占
移
行
期
以
降
に
し
ぼ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
c
し
か
し
、
そ
こ
に
「
会
計
一
を
求
め
る
な
ら
ば
、
十
四
・
五
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
の
注
業
資
本
主
義
段
階
ま
で
安
一
か
ら
げ
に
し
て
問
題
と
す
る
こ
と
で
よ
い
か
。
と
れ
に
は
十
五
世
紀
と
十
七
世
紀
左
異
な
っ
た
問
題
が
あ
っ
と
が
、
リ
ト
ル
ト
ン
以
来
〈
十
五
世
紀
〉
と
八
十
九
世
紀
〉
の
み
の
対
比
と
し
て
会
計
史
は
処
理
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
八
十
レ
バ
〕
世
記
〉
を
問
題
に
し
よ
う
と
す
る
気
配
が
あ
り
、
小
島
男
位
夫
敦
授
に
よ
っ
て
問
拓
き
れ
、
ま
た
竹
同
寺
貞
男
教
授
に
よ
っ
て
展
開
き
れ
て
き
て
い
る
、
こ
れ
が
今
日
の
研
究
上
の
重
要
な
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
会
計
史
l
!
iと
く
に
財
務
会
計
史
1
1
i
に
の
み
問
題
を
し
ぼ
り
た
が
、
経
営
史
学
、
経
済
史
の
発
展
史
の
な
か
で
地
位
づ
け
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
問
題
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
〔
附
記
〕
本
一
慌
の
た
め
に
、
種
々
の
便
宜
を
あ
た
え
ら
れ
た
東
京
大
学
経
済
学
部
図
書
室
、
一
橋
大
学
図
書
館
、
明
治
大
学
経
理
研
究
所
に
た
い
し
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
機
関
に
紹
介
の
労
を
と
っ
て
下
さ
っ
た
東
京
大
学
津
曲
直
射
助
教
授
、
明
治
大
学
松
尾
憲
橘
教
授
に
感
謝
し
た
い
。
な
ほ
、
本
稿
を
脱
稿
し
て
後
、
関
西
学
院
大
学
小
島
男
佐
夫
教
授
の
御
好
意
に
よ
り
、
ホ
ス
タ
l
(
切匂・
2田
g
ろ
お
よ
び
イ
ェ
l
ガ
l
a
-
忌
問
。
円
)
の
簿
記
史
書
を
み
る
機
会
を
え
た
。
こ
の
二
著
は
会
計
史
学
史
上
の
貴
重
な
文
献
で
あ
る
。
折
を
み
て
問
題
と
し
た
い
が
残
念
な
が
ら
、
こ
こ
で
は
引
く
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
小
島
教
授
に
お
詫
び
す
る
と
と
も
に
、
感
謝
を
捧
司
り
た
い
。
